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北海道大学大学院工学研究院組織運営内規 

 

（平成 22 年３月５日制定） 

 

   第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この内規は，北海道大学大学院工学研究院（以下「研究院」という。）の組

織及び運営について定めるものとする。 

   第２章 組織 

（研究院の組織） 

第２条 研究院に，次の 13 部門を置く。 

   応用物理学部門 

 応用化学部門 

 材料科学部門 

 機械宇宙工学部門 

 人間機械システムデザイン部門 

 エネルギー環境システム部門 

 量子理工学部門 

 環境フィールド工学部門 

 北方圏環境政策工学部門 

 建築都市空間デザイン部門 

 空間性能システム部門 

 環境創生工学部門 

 環境循環システム部門 

２  部門に分野を置く。 

３  部門に置く分野の名称は，別表のとおりとする。 

４  分野に専門の研究を行う研究室を置く。 

第３条 研究院に，エネルギー・マテリアル融合領域研究センターを置く。 

２ エネルギー・マテリアル融合領域研究センターの組織及び運営については，北海

道大学大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター規程

（平成 22 年海大達第 106 号）の定めるところによる。 

（研究院長) 
第４条 研究院に研究院長を置き，研究院の専任の教授をもって充てる。 

２ 研究院長は，研究院に関する校務をつかさどる。 

３ 研究院長候補者の選考に関し必要な事項は，別に定める。 

（副研究院長) 
第５条 研究院に副研究院長３名を置き，研究院の専任の教授をもって充てる。 

２ 副研究院長は，研究院長の職務を助ける。 

 （副研究院長候補者の選考） 

第６条 研究院長は，副研究院長候補者を選考のうえ，第 14 条に規定する教授会に

報告するものとする。 



 （副研究院長の任期） 

第７条 副研究院長の任期は，研究院長の任期の範囲内とする。 

（代議員） 

第８条 研究院に代議員を置き，次条に規定する部門長をもって充てる。ただし，応

用物理学部門及び応用化学部門にあっては，次条に規定する副部門長を加えること

ができる。 

２ 代議員は，第 19 条に規定する代議員会に出席する。 

（部門長及び副部門長) 

第９条 研究院の部門に部門長及び副部門長を置き，当該部門に所属する専任の教

授をもって充てる。ただし，当該部門の運営上特に必要があるときは，当該部門に

所属する再雇用による特任教授をもって充てることができる。 

２ 部門長は，部門を代表して部門の業務を掌理・統括し，調整する。 

３ 部門長に事故がある場合は，副部門長が部門長の職務を代行する。 

４ 部門長及び副部門長の選考は，第 23 条に規定する部門会議において選出する。 

５ 部門長及び副部門長の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員になっ

た場合の後任の部門長及び副部門長の任期は，前任者の残任期間とする。 

   第３章 運営会議及び教授会等 

（運営会議) 
第 10 条 研究院に運営会議を置く。 

２ 研究院長は，管理運営の実施に際し，運営会議の議を経るものとする。 

（構成員) 
第 11 条 運営会議は，次に掲げる者をもって構成する。 

(1) 研究院長 

(2) 副研究院長 

(3) 研究院長の指名する専任の教授 若干名  

(4) 事務部長 

（会議の開催及び主宰） 

第 12 条 運営会議は，原則として週１回開催し，研究院長が主宰する。 

２ 研究院長に事故がある場合は，あらかじめ研究院長が指名した副研究院長が職

務を代行する。 

（拡大運営会議) 
第 13 条 研究院に，拡大運営会議を置く。 

２ 拡大運営会議は，第 11 条に規定する運営会議の構成員及び第 32 条第２項に規

定する室長をもって構成する。 

３ 拡大運営会議は，定期的に開催し，研究院長が主宰する。 

（教授会） 

第 14 条 研究院に，教授会を置く。 

（審議事項） 

第15条 教授会は，国立大学法人北海道大学における教授会への意見聴取事項等に

係る規程（平成27年海大達第42号。以下「意見聴取規程」という。）第２条第１

号及び第６号から第10号までに掲げる事項を審議し，総長に意見を述べるものと



する。 

２ 教授会は，前項に定める事項のほか，次の事項を審議し，議決する。 

(1) 研究組織の運営に関すること。 

(2) 組織改編に関すること。 

(3) 中期目標・中期計画及び年度計画に関すること。 

(4) 評価に関すること。 

(5) 教員（相当者を含む。）の人事に関すること。（意見聴取規程第２条第６号か

ら第 10 号までに掲げる事項及び招へい教員の選考に関することを除く。） 

(6) 研究院長の解職請求に関すること。 

(7) 学術交流に関すること。  

(8) 予算及び決算に関すること。 

(9) その他研究院に関する重要事項 

３ 第１項に規定する審議事項のうち，意見聴取規程第２条第６号から第 10 号まで

に掲げる事項並びに前項に規定する審議事項のうち，第１号，第５号及び第７号か

ら第９号までに掲げる事項については，第 19 条に規定する代議員会に審議を付託

し，議決させることができる。 

（構成員） 

第 16 条 教授会は，次に掲げる者をもって構成する。 

  (1) 研究院の専任の教授，准教授及び講師並びに再雇用による特任教授，特任准教

授及び特任講師 

  (2) 公共政策学連携研究部の専任の教授及び准教授のうちから，研究院教授会で

指名する者 

（会議の開催及び主宰） 

第 17 条 教授会は，研究院長が主宰する。ただし，専任の教授及び再雇用による特

任教授のうち，５名以上から開催の要求があったときは，臨時にこれを開催する。 

２ 研究院長に事故がある場合は，あらかじめ研究院長が指名した副研究院長が職

務を代行する。 

３ 第 15 条第２項第６号に規定する事項を審議する場合は，第１項本文の規定にか

かわらず，研究院の専任の教授のうち，年長者（研究院長及び副研究院長を除く。）

が議長となる。 

（定足数及び議決） 

第 18 条 教授会は，構成員の過半数が出席しなければ議事を開くことができない。 

２ 教授会の議事は，出席した構成員の過半数をもって決し，可否同数の場合は，議

長の決するところによる。 

３ 前２項の規定にかかわらず，定足数及び議決について別に定めている場合は，そ

の定めるところによる。 

４ 第 15 条第２項第６号の解職請求に関し，必要な事項は，別に定める。 

（代議員会) 
第 19 条 研究院に代議員会を置く。 

２ 代議員会は，第 15 条第３項の規定に基づき，次の事項を審議し，議決する。 

(1) 意見聴取規程第２条第６号から第 10 号までの事項 



(2) 研究組織の運営に関すること。 

(3) 教員（相当者を含む。）の人事に関すること。（意見聴取規程第２条第６号か

ら第 10 号までに掲げる事項及び招へい教員の選考に関することを除く。） 

(4) 学術交流に関すること。  

(5) 予算及び決算に関すること。 

(6) その他研究院に関する重要事項 

３ 代議員会は，審議結果等の活動状況について，適宜，教授会に報告するものとす

る。 

（構成員） 

第 20 条 代議員会は，次に掲げる者をもって構成する。 

(1) 研究院長 

(2) 副研究院長 

(3) 工学系教育研究センター長 

(4) 第 32 条第２項に規定する室長  

(5) 代議員 

(6) エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長 

（会議の開催及び主宰） 

第 21 条 代議員会は，原則として月１回開催し，研究院長が主宰する。 

２ 研究院長に事故がある場合は，あらかじめ研究院長が指名した副研究院長が職

務を代行する。 

（定足数及び議決） 

第 22 条 代議員会は，構成員の３分の２以上が出席しなければ開催することができ

ない。ただし，第 20 条第５号又は第６号の構成員に事故がある場合は，同条第５

号の構成員にあっては当該部門に所属する専任の教授（部門の運営上特に必要があ

るときは，部門に所属する再雇用による特任教授），同条第６号の構成員にあって

はエネルギー・マテリアル融合領域研究センターに所属する専任の教授（エネルギ

ー・マテリアル融合領域研究センターの運営上特に必要があるときは，エネルギー

・マテリアル融合領域研究センターに所属する再雇用による特任教授）の代理出席

を認めるものとする。  
２ 代議員会の議事は，出席した構成員（代理者を含む。）の過半数をもって決し，

可否同数の場合は，研究院長の決するところによる。 

３ 前２項の規定にかかわらず，定足数及び議決について別に定めている場合は，そ

の定めるところによる。 

（構成員以外の者の出席） 

第 22 条の２ 代議員会が必要と認めたときは，代議員会に構成員以外の者の出席を

求め，説明又は意見を聴くことができる。 

（部門会議） 

第 23 条 研究院の部門に，部門会議を置く。 

２ 部門会議は，部門長が議長となり，これを招集する。 

３ 部門会議に関し必要な事項は，部門が別に定める。 

   第４章 委員会及び運営協議会 



（常置委員会） 

第 24 条 研究院に，教授会，代議員会又は研究院長が諮問若しくは付託する事項に

ついて審議等を行うため，常置委員会を置く。 

２ 前項に定める常置委員会として，次の委員会を置く。 

(1) 将来構想委員会 

(2) 評価委員会 

(3) 人事運用審査委員会 

３ 前項各号に定める委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

（特別委員会） 

第 25 条 研究院長は，特定の事項を審議するため，運営会議の議を経て，特別委員

会を置くことができる。 

 （運営協議会) 
第 26 条 研究院に，研究院の運営についての諮問及び意見を聴くため，運営協議会

を置く。 

２ 運営協議会に関し必要な事項は，別に定める。 

   第５章 センター等 

 （工学系技術センター） 

第 27 条 研究院に，工学系技術センターを置く。 

２ 工学系技術センターに関し必要な事項は，別に定める。 

 （工学系教育研究センター） 

第 28 条 研究院に，工学系教育研究センターを置く。 

２ 工学系教育研究センターに関し必要な事項は，別に定める。 

（フロンティア化学教育研究センター） 

第 28 条の２ 研究院に，フロンティア化学教育研究センターを置く。 

２ フロンティア化学教育研究センターに関し必要な事項は，別に定める。 

   第６章 工学系連携推進部 

 （工学系連携推進部） 

第 29 条  研究院に，工学系連携推進部を置く。 

２ 工学系連携推進部は，研究院及び情報科学研究科と合同で設置する。 

３ 工学系連携推進部に関し必要な事項は，別に定める。 

   第７章 共同利用施設等 

 （学内共同利用施設等） 

第 30 条  研究院に，北海道大学共同利用施設等管理規程（昭和 38 年海大達第３号）

に基づき，次の共同利用施設等を置く。 

  (1) 核磁気共鳴装置研究室 

  (2) ナノ・マイクロマテリアル分析研究室 

  (3) 光電子分光分析研究室 

  (4) 高エネルギー超強力Ｘ線回析室 

  (5) 核燃料物質貯蔵施設 

  (6) 超高圧電子顕微鏡研究室 

２  前項の学内共同利用施設等に関し必要な事項は，別に定める。 



  （その他の共同利用施設）   
第 31 条 研究院に，前条に定める学内共同利用施設等のほか，研究院内での共同利

用に供するため，次の施設を置く。 

  (1）瞬間強力パルス状放射線発生装置研究室 

  (2) 液体窒素貯蔵設備 

  (3) 自然災害資料室 

２  前項の施設に関し必要な事項は，別に定める。 

第８章 管理・企画室等 

 （管理・企画室等の設置） 

第 32 条 研究院に，管理運営業務の企画，立案，実施及び調整するため，次の室を

置く。 

(1) 広報・情報管理室 

(2) 安全衛生管理室 

(3) 研究企画室 

(4) 国際交流室 

２ 前項に規定する室に，それぞれ室長を置く。 

３ 第１項に規定する室の室長，所掌事項及び構成員については，別に定める。 

４ 第１項第１号の室は，研究院，工学院及び工学部合同で設置する。 

５ 第１項第２号の室は研究院，工学院，工学部，情報科学研究科及び量子集積エレ

クトロニクス研究センターと合同で設置する。 

６ 第１項第４号の室は研究院及び工学院と合同で設置する。 

７  研究院長が必要と認めた場合は，第１項に定めるもののほか，運営会議の議を経

て，室を設置することができる。 

 

   附 則 

１ この内規は，平成 22 年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院工学研究科組織運営内規（平成17年２月10日専攻長会議決定）

は，廃止する。 

   附 則 

 この内規は，平成 22 年５月 14 日から施行し，平成 22 年４月 20 日から適用する。 

   附 則 

 この内規は，平成 22 年 11 月１日から施行する。 

   附 則 

 この内規は，平成 23 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成 24 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成 24 年６月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成 24 年 10 月１日から施行する。 

附 則 



 この内規は，平成 24 年 11 月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成 26 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成 27 年６月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成 27 年 10 月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成 27 年 11 月７日から施行する。 



別表（第２条第３項関係） 
 

部 門 の 名 称 分 野 の 名 称 

応用物理学部門 量 子 物 性 工 学 

凝 縮 系 物 理 工 学 

光 波 動 量 子 物 理 工 学 

固 体 量 子 物 理 工 学 

分野 

分野 

分野 

分野 

応用化学部門 有 機 工 業 化 学 

化 学 工 学 

生 物 工 学 

分 子 機 能 化 学 

機 能 材 料 化 学 

無 機 材 料 化 学 

分野 

分野 

分野 

分野 

分野 

分野 

材料科学部門 エ コ マ テ リ ア ル 

マ テ リ ア ル 設 計 

エ ネ ル ギ ー 材 料 

分野 

分野 

分野 

機械宇宙工学部門 宇 宙 シ ス テ ム 工 学 

機 械 フ ロ ン テ ィ ア 工 学 

分野 

分野 

人間機械システムデザイン部門 バ イ オ ・ ロ ボ テ ィ ク ス 

マ イ ク ロ シ ス テ ム 

分野 

分野 

エネルギー環境システム部門 エネルギー生産・環境システム 

応 用 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム 

分野 

分野 

量子理工学部門 応 用 量 子 ビ ー ム 工 学 

プ ラ ズ マ 理 工 学 

分野 

分野 

環境フィールド工学部門 水 圏 環 境 工 学 

防 災 地 盤 工 学 

分野 

分野 

北方圏環境政策工学部門 寒 冷 地 建 設 工 学 

技 術 環 境 政 策 学 

分野 

分野 

建築都市空間デザイン部門 空 間 防 災 

空 間 計 画 

分野 

分野 

空間性能システム部門 空 間 性 能 

建 築 シ ス テ ム 

分野 

分野 

環境創生工学部門 水 代 謝 シ ス テ ム 

環 境 管 理 工 学 

循環・エネルギー技術システム 

分野 

分野 

分野(寄附分野)

環境循環システム部門 資 源 循 環 工 学 

地 圏 循 環 工 学 

分野 

分野 

 



北海道大学大学院工学研究院工学系教育研究センター内規 
 

（平成22年４月９日制定） 

 
 （趣旨） 
第１条  この内規は，北海道大学大学院工学研究院組織運営内規第28条第２項の規定

に基づき，北海道大学大学院工学研究院工学系教育研究センター（以下「センター」

という。）の組織及び運営について定めるものとする。 
 （目的） 
第２条  センターは，工学教育プログラムの調査，研究及び開発等を行うことによっ

て，工学研究院，工学院，総合化学院，情報科学研究科及び工学部の教育研究の発

展に資することを目的とする。 
 （センター長） 
第３条 センターにセンター長を置き，工学研究院の専任の教授又は特任教授（再雇

用による特任教授を除く。）をもって充てる。 
２ センター長は，センターの業務を統括する。 
３ センター長に事故がある場合は，あらかじめセンター長が指名した者が職務を代

行する。 
４ センター長の任期は，２年とし，再任は妨げない。ただし，欠員となった場合の

後任のセンター長の任期は，前任者の残任期間とする。 
 （開発部） 
第４条 センターの業務を実施するため，次の開発部を置く。 
 (1) 産学連携教育プログラム開発部 
 (2) 国際性啓発教育プログラム開発部 
 (3) ｅラーニングシステム開発部 
２ 前項に規定する各開発部に運営責任者１名及び必要に応じて部員若干名を置き，

センター長が命ずる。 
３ 前項の運営責任者の任期は，２年とし，再任は妨げない。ただし，欠員となった

場合の後任の運営責任者の任期は，前任者の残任期間とする。 
 （開発部の職務） 
第５条 産学連携教育プログラム開発部は，社会の要請に適切に対応する革新的，先

駆的，実践的な工学教育を実施するため，次に掲げる事項の調査，研究及び開発を

担当する。 
 (1) 新産業創出教育プログラムのプロジェクトマネージャー教育プログラムに関

する事項 
 (2) 国内及び海外インターンシッププログラムに関する事項 
 (3) 安全技術・倫理教育プログラムの技術者倫理及び安全教育に関する事項 
 (4) その他産学連携教育に関する事項 
第６条 国際性啓発教育プログラム開発部は，国際性涵養のために必要な外国語によ

る意思疎通及びプレゼンテーション能力を向上させるため，次に掲げる事項の調査，

研究及び開発を担当する。 
 (1) 新産業創出教育プログラムの科学技術英語教育及び留学生工学教育に関する



事項 
 (2) 創成型教育プログラムの海外派遣教育及び英語特別コースに関する事項 
 (3) その他国際性啓発教育に関する事項 
第７条 ｅラーニングシステム開発部は，社会の要請に合致した教育システム・環境

を構築し，ブラッシュアップさせるため，次に掲げる事項の調査，研究及び開発を

担当する。 
 (1) 企業連携教育及び国際連携教育等へのｅラーニングシステムを用いた支援に

関する事項 
 (2) 遠隔教育・自習等の学習支援環境整備に関する事項 
 (3) その他ｅラーニングシステムに関する事項 
 （管理運営委員会） 
第８条 センターに，センターの管理運営を行うため，管理運営委員会（以下「委員

会」という。）を置く。 
２ 委員会は，次の事項を審議する。 
 (1) センター長候補者の推薦に関すること 
 (2) 予算及び決算に関すること 
 (3) センターの事業に関すること 
 (4) センターの行事に関すること 
 (5) その他センターに関する重要事項 
３ 委員会は，次に掲げる者をもって組織する。 
 (1) センター長 
 (2) 工学院の教育担当副学院長及び情報科学研究科の教育担当副研究科長 

 (3) 工学院及び情報科学研究科の全学教務委員会委員（北海道大学教務委員会規程

（平成11年海大達第9号）第３条第１項第12号及び第13号に規定する委員をい

う。） 
 (4) 工学院の教育・キャリア企画室長 

 (5) 情報科学研究科の教育企画室長 
 (6) 第４条第２項に規定する各開発部の運営責任者 
 (7) 工学研究院の専任の教授又は准教授のうちから ３名（総合化学院担当の専任

の教授又は准教授１名を含む。） 
 (8) 情報科学研究科の専任の教授又は准教授のうちから １名 

(9) センターの専任の教授及び特任教授 
 (10) 事務部長 
４ 前項第７号及び第８号の規定にかかわらず，委員会の運営上特に必要と認めると

きは，再雇用による特任教授又は特任准教授を委員とすることができるものとする。 

５ 第３項第７号及び第８号の委員の任期は，１年とし，再任は妨げない。ただし，

欠員となった場合の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 
６ 委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。 
７ 委員会は，委員の３分の２以上が出席しなければ開催することができない。ただ

し，第３項第７号及び第８号の委員については，代理出席を認めるものとする。 
８ 委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数の場合は，委員

長の決するところによる。 



９ 第３項第10号の委員は，第２項第１号の審議には加わることができない。 
 （外部評価委員会） 
第９条 センターの活動状況等について外部の評価を受けるため，外部評価委員会を

置く。 
２ 外部評価委員会に関し必要な事項は，別に定める。 
 （庶務） 
第10条 センターの庶務は，総務課，経理課，情報科学研究科事務課及び国際企画事

務室の協力を得て，教務課工学系教育研究センター事務室において処理する。 

 （雑則） 
第11条  この内規に定めるもののほか，センターの運営に関し必要な事項は，委員会

が別に定める。 
 
   附 則 
１ この内規は，平成22年４月９日から施行し，平成22年４月１日から適用する。 

２ 北海道大学大学院工学研究科工学系教育研究センター内規（平成17年２月10日工

学系教育研究センター設置準備委員会決定）は，廃止する。 
   附 則 
 この内規は，平成23年４月１日から施行する。 

   附 則 
 この内規は，平成23年４月８日から施行し，平成23年４月１日から適用する。 

附 則 
 この内規は，平成24年４月１日から施行する。 

附 則 
 この内規は，平成24年10月１日から施行する。 

附 則 
 この内規は，平成26年10月１日から施行する。 



北海道大学大学院工学研究院工学系教育研究センター外部評価委員会内規 
 

（平成22年４月９日制定） 

 
 （趣旨） 
第１条 この内規は，北海道大学大学院工学研究院工学系教育研究センター（以下「セン

ター」という。）内規第９条の規定に基づき，センターの外部評価委員会（以下「委員

会」という。）に関し，必要な事項を定めるものである。 
 （任務） 
第２条 委員会は，センターの活動状況等について外部評価を行うことを任務とする。 
 （組織） 
第３条 委員会は，大学及び企業等の有識者６名以内をもって組織する。 
２ 前項の委員は，センター長の推薦に基づき工学研究院長が委嘱する。 
 （委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き，委員の互選とする。 
 （委員会の開催） 
第５条 委員会は，原則として隔年開催とする。 
 （実施方法） 
第６条 外部評価は，センターの年度報告書及び資料による調査のほか，センターで実施

する報告会及び実地調査等により行う。 
 （外部評価結果の尊重） 
第７条 センター長は，前条の外部評価の結果について尊重し，その活動に反映させるよ

う努めなければならない。 
 （庶務） 
第８条 委員会の庶務は，工学系事務部の協力を得て，センター事務室において処理する。 
 （その他） 
第９条 この内規に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は別に定める。 
 
   附 則 
１ この内規は，平成22年４月９日から施行し，平成22年４月１日から適用する。 
２ 北海道大学大学院工学研究科工学系教育研究センター外部評価委員会内規（平成18年

１月13日工学系教育研究センター管理運営委員会決定）は，廃止する。 



北海道大学大学院工学研究院インターンシップ研修生受入に関する申合せ 

 

（平成 22 年４月９日代議員会決定） 
 

（趣旨） 
第１条 この申合せは工学研究院における海外インターンシップ研修生受入制度

に伴う，研修生の受入手続等に関し，必要な事項を定めるものとする。 
（受入手続） 

第２条 受入教員は，受入予定の研修生と受入における覚書を取り交わし，次の各

号に掲げる書類を添えて研究院長に願い出なければならない。 
(1) インターンシップ研修生受入願（所定様式） 

(2) 履歴書（所定様式） 

(3) 覚書の写し 

(4) 写真２枚 

(5) 在学証明書 

(6) 旅券の写し 

(7) インターンシップ研修生受入計画書 

２ 研究院長は，研究院代議員会の議を経て受入（期間の延長を含む）を許可する

ものとする。 

（身分） 

第３条 受入れを許可される者は，外国の大学に所属している正規学生でなければ

ならない。また，工学研究院における身分は，「工学研究院インターンシップ研

修生」とする。 

（受入期間） 

第４条 受入期間は，６ヶ月を越えないものとする。 

２ 工学研究院インターンシップ研修生が，その研修を継続しようとするときは，

事由を付して６ヶ月に限り研究院長に延長を願い出ることができる。 

（図書室利用等） 

第５条 工学研究院インターンシップ研修生に対しては工学研究院中央図書室の

利用の便宜を図るものとする。 

（非違行為に対する措置） 

第６条 研究院長は，工学研究院インターンシップ研修生が次の各号に該当する場

合は，必要な措置を講ずることができる。 

(1) 法令に違反した場合 

(2) 研修生の義務に違反し，又は必要な活動を怠った場合 

(3) 研修生としてふさわしくない非行があった場合 

（措置の内容） 

第７条 研究院長は，前条各号に定める事項に該当し，特に必要があると認めたと

きは，速やかに当該インターンシップ研修を取り消すとともに，既に支給した経

費については一部又は全額を返納させるものとする。 

 



   附 記 

１ この申合せは，平成 22 年４月９日から実施し，平成 22 年４月１日から適用す

る。 

２ 北海道大学大学院工学研究科インターンシップ研修生受入に関する申合せ（平

成 21 年 11 月６日開催代議員会決定）は，廃止する。 

附 記 

 この申合せは，平成 27 年 12 月４日から実施する。 



工学系教育研究センターインターンシップ事業実施要項 
 

         （平成21年12月14日工学系教育研究センター管理運営委員会決定） 

 
 （趣旨） 
第１条 この要項は，北海道大学大学院工学研究院工学系教育研究センター（以下「セン

ター」という。）における，工学院，情報科学研究科及び総合化学院（該当する研究室

は別表に記載）の学生に係るインターンシップ事業の実施に関し，必要な事項を定める

ものである。 
（目的） 

第２条 インターンシップ事業は，学生に在学中に自らの専攻，将来のキャリアに関連し

た就業体験を行わせ，高い職業意識の育成及び修学意欲の向上を図ることを目的とする。 
 （対象事業） 
第３条 センターは，次のインターンシップ事業を行う。 
 (1) インターンシップ（長期）派遣 
 (2) インターンシップ（短期）派遣 
(3) 海外インターンシップ研修生受入れ 

２ 前項第３号の受入れは，受入担当教員及び当該部門長が受入れを適当と認め，当該教

員の所属する研究院及び研究科等の代議員会又は専攻長会議で受入承認されたものを対

象とする。 
 （派遣，受入れの手順） 
第４条 インターンシップ派遣の手順は次のとおりとする。派遣に係る手続き及び所定の

様式は，センター長が別に定める。 
(1) 募集 
(2) 申込み 
(3) マッチング 
(4) 決定通知等 
(5) 研修先への派遣依頼，契約 
(6) 派遣事前教育，研修 
(7) 研修終了報告及び体験報告 
(8) 単位認定 

２ 海外インターンシップ研修生受入れの手順は次のとおりとする。受入れに係る手続き

及び所定の様式は，センター長が別に定める。 
(1) 募集通知 
(2) 代議員会等の受入承認 
(3) 決定通知等 
(4) 在留資格認定証明書交付申請 
(5) 研修終了報告及び体験報告 

 
３ 学生が，第１項の手順にかかわらず研修先と直接交渉してインターンシップを決める



場合についても，センター長に申込みし，承認を得るものとする。 
（単位認定） 

第５条 インターンシップ科目の単位認定をする場合は，次に掲げる書類を提出させる。

この場合，事前に「履修届」を提出するものとする。  
(1) インターンシップ計画書 
(2) 研修終了報告 
(3) 研修機関からの研修終了の証明 

２ 単位の認定は，前項に掲げる書類により指導教員の承認を得て，センター産学連携教

育プログラム開発部担当教員が認定する。 
 （経費支援） 
第６条 センターは，インターンシップの派遣又は海外インターンシップ受入れが承認さ

れた場合，かかる経費の一部を支援することができる。 
２ 前項の経費支援の取扱いは，センター長が別に定める。 
３ 経費支援額は，センター長が予算額を勘案して別に定める。 
 （実施報告） 
第７条 センター長は，インターンシップの派遣及び海外インターンシップ受入れの状況

について評価し，センター管理運営委員会に報告するものとする。 
 （その他） 
第８条 この要項に定めるもののほか，インターンシップの派遣及び受入れに関し必要な

事項は，センター管理運営委員会の議を経て，センター長が別に定める。 
 
   附 記 
 この要項は，平成22年４月１日から実施する。 
   附 記 
 この要項は，平成24年７月26日から実施し，平成24年４月１日から適用する。 
 



別表（第１関係） 
 

コース名 講座名 分野名 

分子化学 反応制御学 反応有機化学 

有機元素化学 

有機合成化学 

触媒反応学 触媒物質化学 

プロセス工学 化学システム工学 

材料化学工学 

化学反応工学 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換システム設計 

物質化学 無機物質化学 構造無機化学 

無機合成化学 

固体反応化学 

ナノセラミックス 

応用材料化学 

先端物質化学 電子材料化学 

界面電子化学 

先端材料化学 
生物化学 生命分子化学 生物計測化学 

生物機能化学 高分子機能化学 

分子材料化学 

バイオ分子工学 

ケミカルバイオテクノロジー

細胞生物工学 応用生物化学 
細胞培養工学 
動物細胞工学 



CEEDインターンシップ POLICYの申合わせ 

 

（2008年 11月 26日 産学連携教育プログラム開発部会 承認）  

（2014年 11月 19日 産学連携教育プログラム開発部会 承認）  

 

1. CEEDインターンシップは、基本的に「実践的リーダーとなるための就業体験」である。 

2. CEEDインターンシップの基本理念は「自分の研究テーマ以外の project への対応能力 

の涵養、視野と体験の拡大」である。 

3. 国内、国外、企業、研究機関を問わず、「北大での研究テーマの一部を、外部の機関で 

実施するもの」は、CEEDのインターンシップ支援の対象にはしない。それは、理念 2に 

反するからである。 

4. 国内，海外を問わず、CEED インターンシップの研修先は、大学ではなく企業あるいは 

公的機関等であることが望ましい。 

5. 国内インターンシップの場合、大学でのインターンシップは原則として CEED支援の対 

象としない。 

6. 海外インターンシップの派遣先が大学の Projectの場合、北大での研究の一部でなけ 

れば CEEDインターンシップと認める。 

ただし、Project での実働が主体であることを前提としたうえで、能力向上を目的と 

した講習や講義を受けることを認める。 

7. 自身の研究テーマの遂行に必要な技量を外部機関や全国共同利用施設等で習得するよ 

うな場合は、CEEDインターンシップとは認めない。 

8. 外国人留学生の CEEDインターンシップにも上述５～７を適用する。 

9. 外国人留学生が、母校である大学でインターンシップを行う場合は、CEED の支援の対 

象とはしない。 

ただし、外国人留学生が、自国の企業でインターンシップを行う場合はこれを CEED 

インターンシップと認める。自国の他大学の場合は、CEED インターンシップと認める場 

合がある。 

以上 



 

工学系教育研究センター インターンシップ派遣に係る手続き等の取扱い 

 

      （平成 17年５月 26日工学系教育研究センター長裁定） 

（平成 24年７月 26日工学系教育研究センター管理運営委員会一部改正） 

 

 （趣旨） 
第１ この取扱いは，工学系教育研究センター（以下「センター」という。）インターンシップ事

業実施要項」第４条第１項の規定に基づき，インターンシップの派遣に係る手続き及び所定の

様式の取扱いについて必要な事項を定めるものである。 

 

（期間） 

第２ インターンシップ派遣の期間は，次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) インターンシップ（長期）派遣 研修期間が実働１５日以上（通算３週間以上） 

(2) インターンシップ（短期）派遣 研修期間が実働５日以上（通算１週間以上） 

 

 （参加の心構え及び遵守事項，準備事項） 

第３ インターンシップに参加する者は，次に掲げる要件を満たしていること。 

(1) インターンシップの目的・意義を理解し，大学院学生として責任をもって参加できる。 

(2) インターンシップ参加に際しては，契約期間の遂行，守秘義務等の遵守など，事前に締結 

されている契約書等条項を十分理解している。 

 (3) 学生教育研究災害傷害保険付帯の学生教育研究賠償責任保険等に加入している。 

 

 （募集） 

第４ インターンシップ参加学生の募集は，掲示，通知又はＨＰによる。 

 

 （申込み） 

第５ インターンシップに参加を希望する学生は，「参加申込書」（別紙様式１）に「参加目的レ

ポート」（別紙様式２）を添付して，センター長に提出する。 

２ 前項の提出にあたっては，あらかじめ指導教員の了承を得る。 

 

（マッチング） 

第６ センターは，第５の申込学生とあらかじめ登録している受入可能企業等とマッチングを行

う。 

 

（決定通知等） 

第７ センター長は，第６のマッチングの結果，インターンシップの派遣が成立した場合は，当

該学生（別紙様式３）及び指導教員に決定の通知（別紙様式４）をするとともに，派遣先企業

に派遣依頼（別紙様式５）及び派遣契約（様式適宜）を行う。 

 

（経費支援） 

第８ センターは，第７のインターンシップの派遣が決定した当該学生に，かかる経費の一部を

支援することができる。 

２ 前項の経費支援は、実働２０日以上のインターンシップに対して行うことを原則とする。 

（経費支援の額） 



第９ 経費支援は，研修先への往復交通費分以内を原則とする。 

 

（経費支援申請） 

第 10 インターンシップに派遣決定された者は，経費支援に係る申請書（別紙様式６）に必要書

類を添付し，指導教員の承認を経て，センター長に提出する。ただし，航空機を利用する場合

は，その見積書又は領収書（日付・便名・氏名・金額のわかるもの）を添付する。 

 

（決定及び通知） 

第 11 センター長は，第１０の申請があった場合，センター産学連携教育プログラム開発部と協

議のうえ支援額を決定し，別紙様式７により申請者に及び別紙様式８（必要書類を添付）によ

り経理課にこの旨通知する。 

 

（支給） 

第 12 経理課は，前項の通知に基づき，所要の手続きを経て，当該学生から提出のある振込先に

当該決定支援額を振り込むものとする。 

 

（事前研修） 

第 13 センターは，インターンシップの効果をより高めるため，当該学生に事前研修を行う。 

 

（終了及び体験報告） 

第 14 インターンシップを終了した学生は，終了後１０日以内に終了報告（別紙様式９）及び体

験報告（別紙様式 10）をセンター長に提出する。 

２ 前項の提出にあたっては，あらかじめ指導教員の了承を得る。 

 

（その他） 

第 15 この取扱いによりがたい事項が生じた場合は，その都度，センター長と産学連携教育プロ

グラム開発部で協議のうえ取扱うものとする。この場合，センター管理運営委員会に報告する

ものとする。 

 

   附 記 

 この取扱いは，平成 17年５月 26日から実施し，平成 17年４月１日から適用する。 

   附 記 

 この取扱いは，平成 24年７月 26日から実施し，平成 24年４月１日から適用する。 



工学系教育研究センター インターンシップ派遣に係る滞在経費一部支援の取扱い 

 

（平成２２年７月２０日工学系教育研究センター長裁定） 

 （趣旨） 
第１ この取扱は，「工学系教育研究センター（以下「センター」という。）インターンシップ事業実

施要項」に基づき定めている「センターインターンシップ派遣に係る手続き等の取扱い」第８条及

び第９条に係る経費支援の上限及び決定の取扱について必要な事項を定めるものである。 

（往復交通費分以外の経費支援） 

第２ インターンシップに参加を希望する学生において，官公庁などの受入機関から滞在に係る経費

支援が無い場合には，予め，当該学生はセンターに滞在経費に係る公的契約資料を提出する。 

２ センターは前項の公的契約資料内容の確認を行い，支援の可否の判断を行い当該学生に通知する。 

 （往復交通費分以外の経費支援の上限） 

第３ センターの往復交通費分以外の経費支援の上限は，北海道大学旅費規則（海大達第１２２号）

の日当に基づき， 2,200円/日とし，これを超えない範囲で 2ヶ月を限度とし一部経費支援をする

ことができる。 

 （往復交通費分以外の経費支援の決定等） 

第４ 当該学生は，かかる滞在経費について安全かつ安価な最低限の宿泊施設使用に関する見積書を

取得し，センターに提出する。 

２ センターは当該見積書の内容を確認し, 支援額を決定する。 

 （その他） 

第５ この取扱いによりがたい事項が生じた場合は，その都度，センター長と産学連携教育プログラ

ム開発部で協議のうえ取扱うものとする。この場合，センター管理運営委員会に報告するものとす

る。 

 

   附 記 

この取扱いは，平成２２年７月２０日から実施する。 

 



H19.8.23確認済み 

 

工学系教育研究センター インターンシップの複数回参加の取扱い（一部改正案） 

 

 複数回のインターンシップ参加について、下記のとおり取り扱う。 

 履修については、インターンシップ第一、インターンシップ第二それぞれ 1回しか履修で

きない。 

 旅費支援については、より多くの学生が CEED支援を利用できるようにする趣旨から、次

のとおり取り扱う。 

 その他については、初回同様の取り扱いとする。 

 

Ⅰ．国内インターンシップ長期に参加、再度海外インターンシップに参加する場合 

 ①国内インターンシップ長期に参加の際に旅費支援を受けていない場合は、海外インター

ンシップ参加に対し旅費支援を受けることができる。 

 ②国内インターンシップ長期参加の際に経済支援を受けている場合、海外インターンシッ

プ参加に対する旅費支援は、原則不可。 

ただし、予算の状況によっては、一部または全額の旅費支援を可とする。 

※同一年度内でも複数年度でも、上記の取り扱いとする。 

 

Ⅱ．海外インターンシップに参加、再度海外インターンシップに参加する場合 

  ２度目の海外インターンシップ参加については、原則旅費支援を行わない。 

ただし、予算の状況によっては、一部または全額の旅費支援を可とする。 

 

Ⅲ．国内インターンシップ長期参加、再度国内インターンシップ長期に参加する場合 

  ２度目の国内インターンシップ長期参加については、原則旅費支援を行わない。 

ただし、予算の状況によっては、一部または全額の旅費支援を可とする。 

 

Ⅳ．国内インターンシップ長期参加後、国内インターンシップ短期に参加する場合 

  両方とも旅費支援は可（長期と短期の順が逆の場合も同じ）。 

※科目が別のため（インターンシップ第一・第二）。 

 

Ⅴ．国内インターンシップ短期参加、再度国内インターンシップ短期に参加する場合 

  ２度目の国内インターンシップ短期参加については、原則旅費支援を行わない。 

   

 附 記 

 この取扱いは，平成２４年７月２６日から実施し，平成２４年４月１日から適用する。 

以上 



インターンシップ研修生引き受けの趣旨 
 

（平成２０年５月７日工学系教育研究センター長裁定） 
 
 工学系研究科及び情報科学研究科におけるインターンシップ研修生引き受け制度は、グロ

ーバルな観点で北大の教育機能を果たすためのものであると同時に、「本学学生の能力向上に

資すること」を大きな目的としています。具体的には、次のような効果を期待しています。 
 
1. 受け入れ研修生と研究室学生の交流による教育効果 
  受け入れ研究室の学生の国際コミュニケーション能力、外国人との協同による研究遂行

能力の向上、積極性、異文化理解の促進、等が期待されます。 
 
2. 外国人学生の我国および北海道大学への理解促進 
  これは我が国および北大の教育戦略として重要です。また、将来の北海道大学大学院へ

の進学の可能性を開くことができます。 
 
3. 本学から海外諸機関へのインターンシップ生派遣のための相互義務 
  IAESTE（国際学生技術研修協会）では、日本から派遣すると同数の海外研修生の受け

入れ（北大で確保した企業を含む）が原則です。また大学間では、相互にインターンシッ

プ生の交換を定める場合があります。何れの場合も、北大での受け入れによって、北大か

ら派遣するインターンシップ学生を増やすことができます。 
 
4.  １研究室における年間受入れ支援最大人数 

CEED はインターンシップ研修生の滞在費の一部を支援するが予算に限りがあることと、

受入れ研修生と研究室学生の交流による教育効果をより多くの研究室に普及する主旨から、

各研究室での受入れ支援人数は最大２名とする。 
 
 CEED は上の観点から経費の支援を行います。受け入れ研究室ではこの趣旨を理解頂き、

研究室学生および外国人研修生の双方に有意義で教育効果のある研修期間として頂くようお

願い致します。具体的には、担当の学生グループを作り、協同して project を遂行させる、

ゼミ、コンパなどで英語によるコミュニケーション機会を多く作る、諸行事による相互理解

の促進を図る、等をご留意頂ければ幸いです。 
 
 また、この趣旨から、研修内容が明確でない場合、および、研修生を単なる実験補助者と

して使用するような場合は、受け入れの経費支援を採択しない方針です。 
 
 なお、海外インターンシップを経験した学生を中心に、「北大国際インターンシップ学生委

員会(SCII)」があり、学生サイドでのインターンシップ生、留学生との交流機会を作ってい

ます。これにつきましても、ご理解とご支援を戴きますよう、お願い致します。 
  
 CEED ではインターンシップ期間終了後に、受入れ教員および研修生双方から報告書を提

出頂いています。双方からの報告、意見を参照して、受け入れ支援制度の健全な発展を図っ

て参ります。 
 

附記 
この取扱いは、平成２０年５月７日から実施し、平成２０年４月１日から適用する。 



2015.4.1 
 

2015 年度以降における海外インターンシップ研修生受入れに係る 
優先支援条件について 

 
CEED 産学連携部門 山下 

 
１．CEED が支援する 1 研究室のインターンシップ研修生受入れ人数は、最大

2 名を原則とする（「受入れの趣旨」参照）。 
 
２．IAESTE の国際インターンシッププログラムによるインターンシップ研修

生の人数は、上記人数に含めない。 
これは、当プログラムにより派遣した本学学生の人数に見合った人数を受

入れる義務が大学にはあるとの考えによる。 
 なお、この受入人数には、本学が紹介した研究機関・企業等による受入人

数を含む。 
 

３．受入希望人数が多く、CEED の支援予算に支障を来す場合には、今年度（2015
年度）に本学学生を海外へ派遣する予定の研究室、または、前年度までに海

外派遣実績のある研究室を優先する。 
 
４．受入支援申請（人数）が多く、CEED の支援予算に支障を来す場合には、

インターンシップ交流協定（または覚書）を締結している大学からの受入れを

優先する。 
 
 
（参考）受入優先支援大学と内容 

優先支援大学 受入人数 受入期間 
○1E

ASNU 数名 通年 
②ENSMA  数名 通年 
③TAMK 数名 通年 
④Rice Univ. 数名 通年 
⑤Chulalongkorn Univ. 数名 通年 
⑥QUT. 数名 通年 
⑦IIUM  数名 通年 
⑧Kasetsart Univ. 数名 通年 
⑨Universiti Sains Malaysia 数名 通年 
 
 



工学系教育研究センター 海外インターンシップ研修生受入れに係る手続き等の取扱い 

 

（平成１７年５月２６日工学系教育研究センター長裁定） 

 （趣旨） 
第１ この取扱いは，工学系教育研究センター（以下「センター」という。）インターンシップ事

業実施要項」第４条第２項の規定に基づき，海外インターンシップ研修生受入れ（以下「研修

生受入」という。）に係る手続き及び所定の様式の取扱いについて必要な事項を定めるものであ

る。 

（受入要件） 

第２ 研修生受入の交渉，申請は，受入担当の教員（以下「受入教員」という。）が行い，工学研

究院にあっては代議員会，情報科学研究科にあっては専攻長会議の受入承認を得る。 

 （申込み） 

第３ 受入教員は，研修生受入の希望がある場合，「受入申込書」（別紙様式１）をセンター長に

提出する。 

２ 前項の提出にあたっては，あらかじめ当該部門長又は専攻長の了承を得る。 

 （代議員会等の受入承認） 

第４ 受入教員は，第３の申込みと同時に，所属する研究院の代議員会又は研究科の専攻長会議

の承認を得る 

２ 前項の承認を得るにあたっては，「インターンシップ研修生受入願」（別紙様式２），「インタ

ーンシップ研修生受入計画書」（別紙様式３）及び必要書類を，当該研究院長又は研究科長に提

出する。 

 （決定通知等） 

第５ センター長は，第４の代議員会等の承認があった場合，受入教員に決定の通知（別紙様式

４）を行う。 

（経費支援） 

第６ センターは，受入決定された海外インターンシップ研修生（以下「研修生」という。）に対

し，かかる滞在費等の一部を支援することができる。 

２ 支援は原則として，２ケ月以内の滞在費等分とする。 

（経費支援申請） 

第７ 受入教員は，経費支援に係る申請書（別紙様式５）に必要書類を添付し，センター長に提

出する。 

（決定及び通知） 

第８ センター長は，第７の申請があった場合，センター産学連携教育プログラム開発部と協議

のうえ支援額を決定し，受入教員（別紙様式６）及び経理課（別紙様式７）にこの旨通知する。 

（経費支給手続き） 

第９ 受入教員は，第８の通知に基づき，当該研修生に係る経費支援額の支給について，所定の

手続きを経る。 



（終了及び体験報告） 

第 10 受入教員は，研修生受入が終了した場合は，当該研修生の体験報告（様式適宜）を添付し

て終了後１０日以内に終了報告（別紙様式８）をセンター長に提出する。 

（その他） 

第 11 この取扱いによりがたい事項が生じた場合は，その都度，センター長と産学連携教育プロ

グラム開発部で協議のうえ取扱うものとする。この場合，センター管理運営委員会に報告する

ものとする。 

 

   附 記 

 この取扱いは，平成１７年５月２６日から実施し，平成１７年４月１日から適用する。 

 

 



Trainee COVENANT for Graduate School of Engineering, HOKKAIDO UNIVERSITY 
Internship Program  

 

I           agree to enter into an internship agreement with host supervisor                    for 

the purpose of participating in the internship program in the Graduate School of Engineering at Hokkaido 

University in accordance with the terms and conditions as provided below. 

 

After carefully reading the following statements, please initial each box below, and sign your name 
and date on the second page. 
 
To the Supervisor,                           .  (Put the name of the supervisor here) 
 
□My entry to Japan is only for the participation in the Graduate School of Engineering, Hokkaido 

University Internship Program. I understand the aim of the program and will do my best to 
promote mutual international understanding and to stimulate my technical knowledge.  
□I will be a special auditor at Hokkaido University and undertake an 'Internship' and obtain a 

credit/credits from Hokkaido University. 
□During my stay in Japan as a trainee in the Graduate School of Engineering, Hokkaido University, 
I will not be involved in any other training or labour apart from the program. I will leave Japan 
before the expiry of my visa. 
□I am obliged to submit my training report to the Supervisor before leaving Japan. 
□I will observe Japanese laws and regulations and will not engage in any criminal or immoral 

activities. I acknowledge that I shall be responsible for any incident that is a result of illegal or 
careless behaviour. In the unfortunate event that I am involved in an unavoidable incident, I also 
acknowledge that the Supervisor will provide necessary humanitarian aid, but the Supervisor will 
not pay for incurred expenses. 
□In my training program I will fully observe the regulations of the Supervisor. If particular care is 
required so as not to damage the properties, facilities and equipment, I will follow all requirements 
and directions to be given by the Supervisor. 
□During and after internship program, I will not leak host supervisor’s confidential information 
concerning his/ her research to third parties. Any Intellectual property rights relating to invention 
during internship shall belong to host supervisor. 
□I will respect Japanese customs and manners during my stay in Japan and will promote 
international friendship.  
□Intentional damage to the Supervisor’s properties may result in my being requested to cease or 
halt my training. In such case, I understand the disciplinary action and will obey the order from the 
Supervisor. 
□I will not ask for any form of financial aid from Supervisor. 



□I agree to obtain my own insurance and to submit a copy of the Certificate of Insurance Policy 
(health insurance and liability for damages) to the Supervisor, prior to coming to Japan. I will be 
responsible for any expenses which will not be covered by this insurance. 
□I confirm that Supervisor is not responsible for or liable for any accidents and/or incidents related 
to my personal matter. 
□I’m supposed to leave Japan right after the training period is over. However, if I want to stay in 
Japan a little longer, Supervisor cannot be held responsible for what happens to me. 
□If I obtain financial assistance, I will seek permission from the funding body when I leave 
Hokkaido University before completion of the internship. If it is necessary, I will return the fund to 
the funding body. 
□I hereby certify that I have read and fully agree to be bound by the terms and condition of this 
Covenant. I agree to leave Hokkaido University as soon as possible in the event that I break any of 
the above-mentioned terms and conditions. If I need to leave Japan, I am responsible for the cost of 
my return to my home country. I agree that the Dean of Graduate School of Engineering will notify 
my home university about the cause of my return. 
 
 
Trainee’s First Name and Surname in block letters 

                           
Trainee’s Signature                                 Date (date/month/year) 

                                           
Supervisor’s Name in block letters                      

                           
Supervisor’s Signature                               Date (date/month/year) 

                                            
 
 



Trainee COVENANT for School of Engineering, HOKKAIDO UNIVERSITY Internship 
Program  

 

I           agree to enter into an internship agreement with host supervisor                    for 

the purpose of participating in the internship program in the School of Engineering at Hokkaido University in 

accordance with the terms and conditions as provided below. 

 

After carefully reading the following statements, please initial each box below, and sign your name 
and date on the second page. 
 
To the Supervisor,                           .  (Put the name of the supervisor here) 
 
□My entry to Japan is only for the participation in the School of Engineering, Hokkaido University 

Internship Program. I understand the aim of the program and will do my best to promote mutual 
international understanding and to stimulate my technical knowledge.  
□I will be a special auditor at Hokkaido University and undertake an 'Internship' and obtain a 

credit/credits from Hokkaido University. 
□During my stay in Japan as a trainee in the School of Engineering, Hokkaido University, I will not 
be involved in any other training or labour apart from the program. I will leave Japan before the 
expiry of my visa. 
□I am obliged to submit my training report to the Supervisor before leaving Japan. 
□I will observe Japanese laws and regulations and will not engage in any criminal or immoral 
activities. I acknowledge that I shall be responsible for any incident that is a result of illegal or 
careless behaviour. In the unfortunate event that I am involved in an unavoidable incident, I also 
acknowledge that the Supervisor will provide necessary humanitarian aid, but the Supervisor will 
not pay for incurred expenses. 
□In my training program I will fully observe the regulations of the Supervisor. If particular care is 
required so as not to damage the properties, facilities and equipment, I will follow all requirements 
and directions to be given by the Supervisor. 
□During and after internship program, I will not leak host supervisor’s confidential information 
concerning his/ her research to third parties. Any Intellectual property rights relating to invention 
during internship shall belong to host supervisor. 
□I will respect Japanese customs and manners during my stay in Japan and will promote 
international friendship.  
□Intentional damage to the Supervisor’s properties may result in my being requested to cease or 
halt my training. In such case, I understand the disciplinary action and will obey the order from the 
Supervisor. 
□I will not ask for any form of financial aid from Supervisor. 



□I agree to obtain my own insurance and to submit a copy of the Certificate of Insurance Policy 
(health insurance and liability for damages) to the Supervisor, prior to coming to Japan. I will be 
responsible for any expenses which will not be covered by this insurance. 
□I confirm that Supervisor is not responsible for or liable for any accidents and/or incidents related 
to my personal matter. 
□I’m supposed to leave Japan right after the training period is over. However, if I want to stay in 
Japan a little longer, Supervisor cannot be held responsible for what happens to me. 
□If I obtain financial assistance, I will seek permission from the funding body when I leave 
Hokkaido University before completion of the internship. If it is necessary, I will return the fund to 
the funding body. 
□I hereby certify that I have read and fully agree to be bound by the terms and condition of this 
Covenant. I agree to leave Hokkaido University as soon as possible in the event that I break any of 
the above-mentioned terms and conditions. If I need to leave Japan, I am responsible for the cost of 
my return to my home country. I agree that the Dean of School of Engineering will notify my home 
university about the cause of my return. 
 
 
Trainee’s First Name and Surname in block letters 

                           
Trainee’s Signature                                 Date (date/month/year) 

                                           
Supervisor’s Name in block letters                      

                           
Supervisor’s Signature                               Date (date/month/year) 

                                            
 
 
 



北海道大学大学院工学研究院工学系教育研究センターにおける 

ｅラーニングコンテンツに関する著作権等の取扱い内規 
 

（平成 24年３月５日制定） 

 

（趣旨） 

第１条 北海道大学大学院工学研究院工学系教育研究センター（以下「センター」という。）に

おいて作成するｅラーニングコンテンツの著作権等の取扱いについては，著作権法（昭和 45

年法律第 48号）に定めるもののほか，この内規の定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この内規において「ｅラーニングコンテンツ」とは，北海道大学（以下「本学」とい

う。）の教員が行う講義を，第４条第１項の規定によりセンターが著作者（ｅラーニングコン

テンツ作成の対象となる講義を担当する本学の教員をいう。以下同じ。）の許諾を得て撮影し，

当該撮影した内容を編集した動画，写真，音声，テキスト形式等のデータを含む教材をいう。 

 （管理者） 

第３条 センターに，ｅラーニングコンテンツを一元的に管理する者（以下「管理者」という。）

を置き，センターのｅラーニングシステム開発部運営責任者をもって充てる。 

（許諾） 

第４条 センターは，著作者にｅラーニングコンテンツの作成及び使用を申し出て，当該著作

者の許諾を得た場合には，次に掲げる事項を行うことができる。 

(1) 講義の撮影並びに撮影した内容及び講義で配布した資料の編集 

(2) 講義の内容及び講義で配布した資料の翻訳 

(3) ｅラーニングコンテンツの配信 

 (4) バックアップを目的としたＣＤ―ＲＯＭ，ＤＶＤ-ＲＯＭ，フラッシュメモリ等の電磁的

記憶媒体へのｅラーニングコンテンツの複製 

  (5) ｅラーニングコンテンツの学生等への視聴及び学修履歴の取得の許可 

(6) その他著作者及びセンターの双方がｅラーニングコンテンツの作成及び使用に必要と認

めた事項 

２ 前項第１号の編集は，次条に規定する著作者の校正に基づく編集に限る。ただし，ｅラー

ニングコンテンツの全部又は一部が第三者の著作権，肖像権等を侵害しているおそれがある

と管理者が判断した場合には，著作者の同意を得ることなく必要な範囲で編集を行うことが

できる。 

３ 第１項の許諾を行うに当たって，著作者と管理者は，別に定めるｅラーニングコンテンツ

の作成及び使用に関する確認書を作成するものとする。 

（校正） 

第５条 センターは，ｅラーニングコンテンツを作成するに当たっては，著作者の校正を受け

るものとする。 

２ 前項の規定により校正を行う著作者は，自己のｅラーニングコンテンツが第三者の著作権，

肖像権等を侵害しないよう適切に校正を行わなければならない。 

３ 著作者は，校正を行った後に，自己のｅラーニングコンテンツが第三者の著作権，肖像権

等を侵害するおそれがあると認めたときは，速やかに管理者に報告しなければならない。 

４ 前項の報告があった場合には，センターと著作者は相互の協力の下，当該第三者から利用

許諾を得る，ｅラーニングコンテンツの該当部分を削除する等の適切な措置を講じるものと

する。 

（期間） 

第６条 第４条第１項に定める許諾期間は原則として無期限とする。ただし，同条同項第５号

に規定する学修履歴の取得の許可に係る許諾期間については，著作者が本学に在職する期間



とし，著作者が退職した日をもって，許諾期間が終了するものとする。 

２ 前項本文の規定にかかわらず，著作者が一定の許諾期間を定めることを希望する場合には，

別紙様式により管理者に申し出ることにより，許諾期間を定めることができるものとする。 

３ 第１項ただし書きの規定にかかわらず，著作者が退職した後，当該著作者の後任の講義担

当者が，当該著作者のｅラーニングコンテンツの学生等への学修履歴の取得を希望し，かつ

当該著作者の同意を得た場合には，別紙様式により管理者に申し出ることにより，当該著作

者の退職後も引き続き学修履歴の取得を許可できるものとする。 

（視聴及び学修履歴の取得） 

第７条 第４条第１項第５号の規定に基づきセンターがｅラーニングコンテンツの視聴を許可

することができる者は，次に掲げる者とする。 

 (1) 本学の学部学生，大学院学生，聴講生，科目等履修生，研究生及びインターンシップ研

修生 

 (2) 本学と学術交流協定を締結した大学（外国の大学を含む。）の学生 

 (3) その他著作者とセンターの双方が，ｅラーニングコンテンツを視聴させることが適当と

認める者 

２ 前項の規定にかかわらず，著作者が視聴者の範囲を制限したい場合には，別紙様式により

管理者に申し出ることにより，視聴者の範囲を制限することができる。 

３ 第４条第１項第５号の規定に基づき，センターが学修履歴の取得を許可することができる

者は，次に掲げる者とする。 

 (1) 本学の社会人大学院学生，科目等履修生及び特別聴講学生 

 (2) 本学大学院工学院及び情報科学研究科の学生（前号に掲げる者を除く。）のうち，通常の

授業に出席困難な特別な事情があると指導教員及び科目担当教員が認めたもの 

４ 視聴及び学修履歴の取得の許可の手続きに関し必要な事項は，別に定める。 

（著作権侵害等に対する措置） 

第８条 ｅラーニングコンテンツに関する著作権侵害等による訴訟等が発生した場合には，セ

ンターは著作者に対し事務的な支援を行い，協力してこれに対処するものとする。 

（個人情報） 

第９条 著作者又はセンターがｅラーニングコンテンツの作成において取得した個人情報につ

いては，個人情報の保護に関する法律（平成 15年法律第 57号），国立大学法人北海道大学個

人情報管理規程（平成 17年海大達第 65号）その他の関連法規に基づき適正に取り扱わなけ

ればならない。 

（移転） 

第 10条 著作者は，自己が行った講義にかかる著作権が第三者に移転する場合には，この内規

に規定する自己の権利及び義務を当該第三者に承継させなければならない。 

（事務） 

第 11条 ｅラーニングコンテンツの著作権等の取扱いに関する事務は，教務課工学系教育研究

センター事務室において処理する。 

（その他） 

第 12条 この内規に定めるもののほか，ｅラーニングコンテンツの著作権等の取扱いについて

必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

この内規は，平成 24年３月５日から施行する。 

附 則 

この内規は，平成 24年 10 月１日から施行する。 

 

 

 



別紙様式（第６条，第７条関係） 

平成  年  月  日 

 

管 理 者   殿 

 

著作者       

 

 

（自筆の場合は押印不要） 

申出者（著作者と同一の場合は記載不要）   

 

 

（自筆の場合は押印不要） 

 

 

ｅラーニングコンテンツに関する             申出書 

 

 

 北海道大学大学院工学研究院工学系教育研究センターにおけるｅラーニングコンテンツに関

する著作権等の取扱い内規（ １．第６条第２項 ２．第６条第３項 ３．第７条第２項 ）

の規定に基づき，下記の通り申し出ます。 

 

記 

 

  ※申し出る項目番号に丸を付けてください。（下線部は記載例です。） 

 

１．現在，第６条第１項の規定により無期限として取り扱われている許諾期間を，（ ○○年  

○○月○○日まで ）に変更願います。 

 

２．著作者の退職により許諾期間が終了している学修履歴の取得の許可について，（ 許諾期間

を定めない旨 ）著作者の同意を得ましたので，許諾期間を延長願います。 

 

３．視聴者の範囲について（ 第７条第１項第２号における外国語圏の学生を除いていただく

よう ）変更願います。（理由：専門性に特化しており特別な英訳をしなければ内容が適切に伝

わらないと考えられるため） 

 

 

 

 

 

 

氏名                印

１．許諾期間設定 

２．許諾期間延長 

３．視聴者の範囲変更 

氏名                印



 

工学院学生に係るｅラーニング授業による単位認定に関する要項 

 

（平成 27 年２月６日代議員会決定） 

 
（趣旨） 

第１条 この要項は，北海道大学大学院通則第 21 条の５の規定に基づき，ｅラーニング授

業の単位認定について必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要項においてｅラーニング授業とは，対面授業を伴わず，全て北海道大学大

学院工学研究院工学系教育研究センター（以下「CEED」という。）のｅラーニングコン

テンツ及びｅラーニングシステムを利用して行う授業をいう。 

（受講対象） 

第３条 前条の授業を受講することができるのは，次のいずれかに該当する者で，授業担

当教員及び指導教員が履修を許可した者とする。 

 (1) 博士後期課程社会人学生 

 (2) 海外留学又は長期インターンシップに参加する学生 

 (3) やむを得ない事由で，対面授業に出席することができない学生 

(4) 工学院が行う特別なプログラム等を履修する非正規学生 

（履修登録） 

第４条 前条により履修を許可された学生は，次に掲げる手続きを行う。 

(1) CEED へ「ｅラーニング授業履修申請書」（所定様式）を提出するとともに，ｅラー

ニングシステムの利用申請をする。 

(2) 対面授業の時間割に従い ELMS により履修登録をする。 

２ 受講対象が海外留学の場合における履修登録は，派遣先大学での学修計画を考慮し，

学期毎に２科目程度とする。 

 （単位認定の基準） 

第５条 授業担当教員は，次に掲げる基準に基づき，単位を認定するものとする。 

(1) 毎回の授業において，受講学生から視聴が終了した旨の連絡を受け，受講の確認を

行うこと。 

(2) 前号の受講を確認した後速やかに電話，ファックス，電子メール及びｅラーニング

システム等の適切な方法を利用し，設問解答，添削指導及び質疑応答等による十分な

指導を行うこと。 

(3) 授業に関して学生が意見を交換する機会を確保すること。 

(4) 成績評価は教員の権限と責任において厳正に行うこと。 

(5) 具体的な成績評価の基準についてはシラバス等に明記すること。 

 

附 記 

 この要項は，平成 27 年４月１日から実施する。 
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工学部学生に係るｅラーニング授業による単位認定に関する要項 

 

（平成 27 年３月４日 学部代議員会決定） 

 
（趣旨） 

第１条 この要項は，北海道大学通則第 17 条の２及び第 33 条第２項の規定に基づ

き，ｅラーニング授業の単位認定について必要な事項を定めるものとする。 

 

（定義） 

第２条 この要項においてｅラーニング授業とは，対面授業を伴わず，全て北海道大

学大学院工学研究院工学系教育研究センター（以下「CEED」という。）のｅラーニ

ングコンテンツ及びｅラーニングシステムを利用して行う授業をいう。 

 

（受講対象） 

第３条 前条の授業を受講することができるのは，次のいずれかに該当する者で，授

業担当教員及びコース長が履修を許可した者とする。 

 (1) 海外留学又は長期インターンシップに参加する学生 

 (2) やむを得ない事由で，対面授業に出席することができない学生 

(3) 工学部が行う特別なプログラム等を履修する非正規学生 

 

（履修登録） 

第４条 前条により履修を許可された学生は，次に掲げる手続きを行う。 

(1) CEED へ「ｅラーニング授業履修申請書」（所定様式）を提出するとともに，ｅ

ラーニングシステムの利用申請をする。 

(2) 対面授業の時間割に従い，ELMS により履修登録をする。 

２ 各学期における履修登録の上限単位数は対面授業と同様に取り扱う。 

３ 前項の規定にかかわらず，受講対象が海外留学の場合における履修登録は，派遣

先大学での学修計画を考慮し，２科目程度とする。 

 

 （単位認定の基準） 

第５条 授業担当教員は，次に掲げる基準に基づき，単位を認定するものとする。 

(1) 毎回の授業において，受講学生から視聴が終了した旨の連絡を受け，受講の確

認を行うこと。 

(2) 前号の受講を確認した後速やかに電話，ファックス，電子メール及びｅラーニ

ングシステム等の適切な方法を利用し，設問解答，添削指導及び質疑応答等によ

る十分な指導を行うこと。 

(3) 授業に関して学生が意見を交換する機会を確保すること。 

(4) 成績評価は教員の権限と責任において厳正に行うこと。 

(5) 具体的な成績評価の基準についてはシラバス等に明記すること。 

 

 （卒業要件） 
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第６条 ｅラーニング授業により修得した単位は，次の表のとおり卒業に必要な単

位に含めることができるものとする。 

 

２ 前項にかかわらず，次に掲げる学科又はコースにおいては，卒業に必要な単位

に含めることができるｅラーニング授業の単位数の上限を次のとおり定める。 

 (1) 応用理工系学科応用物理工学コース 10 単位 

 (2) 情報エレクトロニクス学科 ６単位（ただし，コース長が特別に認める場

合，この上限を超えて卒業に必要な単位に含めることができる。） 

 (3) 環境社会工学科資源循環システムコース ４単位 

 

附 記 

 この要項は，平成 27 年４月１日から実施する。 

学科 
卒業 

要件 

卒業要件に含め

ることができる

ｅラーニング授

業の単位数 

備考 

応用理工系学科 127 単位 63 単位 左欄には，編入学等及び転学の

場合を除き，次の項目で修得し

た単位数（合わせて 60 単位ま

で）を含む。 

(1) 他学部履修等 

(2) 他の大学又は短期大学に

おける履修等（外国を含む。）

(3) 大学以外の教育施設等に

おける学修 

(4) 入学前の既修得単位 

情報エレクトロ

ニクス学科 
130 単位 66 単位 

機械知能工学科 130 単位 66 単位 

環境社会工学科 126 単位 62 単位 



北海道大学大学院工学研究院工学系教育研究センターｅラーニングシステム開発部 
における職務に関して 

 
                             平成 25 年 10 月 30 日 

工学系教育研究センター長裁定 
 

北海道大学大学院工学研究院工学系教育研究センター（以下「センター」という。）のｅ

ラーニングシステム開発部（以下「開発部」という。）における職務については，センター

内規第２条及び第７条に定める工学研究院，工学院，総合化学院，情報科学研究科及び工

学部（以下「工学系部局」という。）に係る目的及び職務の他，以下のとおり定める。 
 

（工学系部局の電子教材制作等） 
１ 工学系部局での活用を目的とする電子教材について，開発部が制作，編集及び配信並

びに講義及び講演会の中継を行うこと。 
 
２ 工学系部局での活用を目的とする電子教材のうち，開発部以外によって一部又は全部

が制作済みのものであって，かつ工学系部局の教職員がその著作権を有しているものに

ついて，開発部が編集及び配信を行うこと。 
 
（工学系部局以外の電子教材制作等） 
３ 工学系部局以外の部局等の長から開発部の協力に係る要請があった場合は，工学研究

院長及びセンター長が承認した場合に限り，開発部が電子教材を制作，編集及び配信並

びに講義及び講演会の中継を行うことができる。 







 Center for Engineering 

 Education Development 
         工学系教育研究センター 

  

  集中講義（全2回） 
    山崎敦子講師（芝浦工業大学教授）による‘分かってもらえる論文英語’の発想で、 
    英語論文の構成や書き方、テクニック等について学ぶ。 
     ①科学技術論文の書き方 4月18日（土） 
     ②英語論文の推敲と英語口頭表現の発表の仕方 5月16日（土） 
 

    プレゼンテーション集中演習（全2回：土曜日に集中演習） 
    クリアな発表方法、論理的な流れ・内容構成、有益な表現方法等をプレゼンテーションの 
    実践を通じて取得する。 
      ・7人程度の少人数制クラスを編成 
      ・外国人講師による英語プレゼンテーションの実践演習（日程は受講案内を参照）   
 

       
                

 
 
        
       受講申請締切  4月7日（火）12：00（正午） 
       英語力試験   4月9日（木）16：30～（CEED演習室 L200） 
 
       受講要件 ・工学院、情報科学研究科及び総合化学院（工学研究院所属の教員が指導する学生）対象 

                 ※ 博士後期課程在籍者を優先。 
                ・受講者の選抜、クラス分けのための英語力試験を実施。 

 
        
        詳細は CEED事務室（L202) 
        http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
        電話：706-7163  担当者：中道    
   
 

 

大学院生の皆さんへ 



 Center for Engineering 

 Education Development 
         工学系教育研究センター 

  

 集中講義（全2回） 
    山崎敦子講師（芝浦工業大学教授）による‘分かってもらえる論文英語’の発想で、 
    英語論文の構成や書き方、テクニック等について学ぶ。 
     ①科学技術論文の書き方 4月18日（土） 
     ②英語論文の推敲と英語口頭表現の発表の仕方 5月16日（土） 
 

  プレゼンテーション集中演習（全2回：土曜日に集中演習） 
    クリアな発表方法、論理的な流れ・内容構成、有益な表現方法等をプレゼンテーションの 
    実践を通じて取得する。 
     ・7人程度の少人数制クラスを編成 
     ・外国人講師による英語プレゼンテーションの実践演習（日程は受講案内を参照）   
 

       
                

 
 
         申請書はCEED事務室までお持ちください（メールでは受け付けません） 
 
      英語力試験 4月9日（木）16：30～（CEED演習室 L200） 
 
 

      受講要件 ・工学院、情報科学研究科及び総合化学院（工学研究院所属の教員が指導する学生）対象 
                ※ 博士後期課程在籍者を優先。 
   ・受講者の選抜、クラス分けのための英語力試験を実施。 

 
        
        詳細は CEED事務室（L202) 
        http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
        電話：706-7163  担当者：中道    
   
 

 

大学院生の皆さんへ 



 Center for Engineering 

 Education Development 
         工学系教育研究センター 

受講申請締切 4月9日（木） 12：00（正午） 

レベルチェックテスト 
ビジネス英語  
4月13日(月）、14日（火）17：30～21：00（L200演習室） 

※1人10分程度 
TOEIC真剣学習コース 
 4月14日（火） 16：30～18：30（B32講義室） 

※工学部２～４年生、工学院、情報科学及び総合化学院（工学研究院所属の教員が 
 指導する 学生）が対象です。 

詳しくは、CEED事務室（L200) 
http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
電話：706-7163 担当：中道 

・7～10人の少人数制 月水or火木 週2回・90分×15回 
・セールス・エンジニアリングの要素を取入れ、交渉力と実践力を養います 
・ビジネスメールに対応できる語彙力と表現力、流暢さのみならず、ビジネス 
 シーンにふさわしい正確な会話力、マナーを身につけます 
・IAY大通り校の無料フリートークレッスン(60分）12回付き 
・受講料の学生負担は18,000円＋テキスト代のみ 

・最大12名の少人数制、水or金 週1回・180分×10回 
・TOEIC必須語彙を徹底的に習得します 
・大量のリスニング問題実施で自信がつきます 
・講座は英語で行われるので、会話力向上にも寄与します 
・TOEICのパート別対策を完全網羅 
・TOEIC公開テスト１回分受験料を全額免除します 
・受講料の学生負担は16,000円+テキスト代のみ 

受講料の半額補助！ 学内開催！ 

ビジネス英語コース（実施機関：IAY） 

TOEIC真剣学習コース（実施機関：オレンジバード） 



 Center for Engineering 

 Education Development 
         工学系教育研究センター 

受講申請締切 4月9日（木） 12：00（正午） 

レベルチェックテスト 
ビジネス英語  
4月13日(月）、14日（火）17：30～21：00（L200演習室） 

※1人10分程度 
TOEIC真剣学習コース 
 4月14日（火） 16：30～18：30（B32講義室） 

※工学部２～４年生、工学院、情報科学及び総合化学院（工学研究院所属の教員が 
 指導する 学生）が対象です。 

詳しくは、CEED事務室（L200) 
http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
電話：706-7163 担当：中道 

・7～10人の少人数制 月水or火木 週2回・90分×15回 
・セールス・エンジニアリングの要素を取入れ、交渉力と実践力を養います 
・ビジネスメールに対応できる語彙力と表現力、流暢さのみならず、ビジネス 
 シーンにふさわしい正確な会話力、マナーを身につけます 
・IAY大通り校の無料フリートークレッスン(60分）12回付き 
・受講料の学生負担は18,000円＋テキスト代のみ 

・最大12名の少人数制、水or金 週1回・180分×10回 
・TOEIC必須語彙を徹底的に習得します 
・大量のリスニング問題実施で自信がつきます 
・講座は英語で行われるので、会話力向上にも寄与します 
・TOEICのパート別対策を完全網羅 
・TOEIC公開テスト１回分受験料を全額免除します 
・受講料の学生負担は16,000円+テキスト代のみ 

受講料の半額補助！ 学内開催！ 

受講申請書と誓約書をCEED事務室までお持ちください（メールでは受け付けません） 

ビジネス英語コース（実施機関：IAY） 

TOEIC真剣学習コース（実施機関：オレンジバード） 



大学院生、学部2、3、4年生の皆さんへ 

Brush-Up英語講座 
 

受講生募集 

  オリエンテーション 
 

 7月13日（月）16：30～（B-31） 
 

受講申請締切 7月24日（金） 12：00（正午） 

Speaking と Writing に強くなる！コース 

詳しくは、CEED事務室（L202) 
http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
電話：706-7163 担当：中道 

＊工学院、情報科学及び総合化学院（工学研究院所属の教員
が指導する 学生）、工学部２～４年生が対象です。 

苦手意識の強い『アウトプット（Speaking＆Writing）』に特化した新しいコースです 

インターンシップ、留学などに備えるように、繰り返し練習します 

TOEFLの問題を使い、具体的な対策を学びます 

ネイティブ講師による短期集中型対策レッスン 

最大20名の少人数制 

Did you know？ 
 

先輩たちは、 
インターンシップに行く前に、もっと 
話したり、書いたりする練習をしておけば 
よかったと後悔しています 

期 間：8月5日（水）～11日（火）9：00～13：00 
受講料：10,000円 プラス テキスト代（6,000円程度）  



大学院生、学部2、3、4年生の皆さんへ 

Brush-Up英語講座 
4泊5日英語合宿 
受講生募集 

オリエンテーションを開催します 
 7月13日（月）16：30～（B-31） 

受講申請締切 7月24日（金） 12：00（正午） 
CEEDホームページより申請書をダウンロードし、提出 

詳しくは、CEED事務室（L202) 
http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
電話：706-7163 担当：中道 

＊工学院、情報科学及び総合化学院（工学研究院所属の
教員が指導する 学生）、工学部２～４年生が対象です。 

話す機会を徹底的に持つことで英語への抵抗をなくします 
会話やディスカッションに臨機応変に対応できるスキルを養成します 
グループワーク中心の授業です 
プライベートな時間以外はすべて英語を使用します 
バーベキューパーティーで楽しもう！ 

毎年受講生の評価の高い『夏の英語合宿』 
今年は、あなたの英語力が上がります！ 

期間：9月24日（木）～9月28日（月） 
場所：大滝セミナーハウス 
料金：18,000円 
（宿泊費・食費・教材費実費のみ学生負担） 



科学技術政策特論受講の皆さんへ 

Brush-Up英語講座 

受講生募集 
 

  ☆Speaking と Writing に 

    強くなる！コース 

  ☆4泊5日英語合宿 

『SpeakingとWritingに強くなる！コース』 
日本人学生の苦手とされているSpeakingとWritingをTOEFL-iBTのテキストを使い、毎日4時間（9：

00～13：00）7日間に渡り、実践的なスキル及び勉強方法を学びます。 

Active skills向上は、TOEFL-iBT、TOEIC SWの高得点を狙うのみならず、アカデミック、ビジネスの

場面においても英語で自分を表現するのに必要です。 

受講料も10,000円（プラス テキスト代6,000円程度）と大変お得です。 

8月5日（水）～11日（火）の期間は、大学での指導経験豊富なイギリス人講師と一緒に『英語の発信

力』を上げましょう！ 

 

『4泊5日英語合宿』 
英語合宿は、その名の通り、英語で4泊5日生活をする合宿で、長時間の英語漬けにより英語での会話に

も慣れる環境を提供します。 

それだけでなく、毎日1つのトピックについて掘り下げて理解を深める講義を展開し、TOEICやTOEFL

等のスコアUPも見込めます。講義はすべて英語で行われるので、Listeningのみならず、Speakingの力

も鍛えられるでしょう！ 

参加料は、宿泊料、食事代、諸雑費の18,000円のみで、受講料等は、CEEDでサポートするので、とて

もお得です！ 

最終日には、熱く濃い合宿を乗り越えた仲間や先生とのバーベキューも待っています。 

9月24日（木）～28日（月）は、今年の夏休み最後の思い出として、英語合宿に参加しましょう！ 

ご不明な点は、 

CEED事務室（L202) http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 電話：706-7163 担当：中道 

申請書（応募用紙）はCEED事務室（L-202） 

もしくは、←CEEDホームページより取得ください。 

申請締切：7月29日（水）まで延長されました！ 
申請書に受講料を添えて、CEED事務室までお持ちください。 



CEED補助事業  
Brush-Up English                          

 

Center for Engineering Education Development Presents 

2015後期Brush-Up英語講座 

詳しくは、CEED事務室（L202) 
http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
電話：706-7163 担当：中道 

オリエンテーションを開催します 

10月14日（水）16：30～B-11講義室 

60分程予定しています 

２学期は４コース６クラス開講！ 
①English Compositionコース（講師：Mr. Stephen Burrow） 
・英作文の基本を学び、批判的に考える能力、作文力を強化するコース。 
・文の構成や言い回しなど講師より直接指導を受けられるので、 
 納得のいく文章を自分で書けるようになる！ 
・受講料の学生負担は10,000円（教材費込み） 
・定員15名 
 120分 週1回 全10回 
 11/4～1/20（12/23、30を除く）水曜日16：30～18：30  
 

②討論入門コース （講師：Mr. Jon Thomas） 
・討論に必要な知識や語彙を学び、繰り返し練習する。 
・受講料の学生負担は10,000円（教材費込み） 
・定員20名 
 90分 週1回 全10回 
 11/2～1/25（11/23、12/28、1/11を除く）月曜日16：45～18：15  
 

③ビジネス英語コース（講師：Mr. Shaun Hoggard） 
・流暢な日常会話だけでなく、ビジネスの場でのスムーズな会話や 
 プレゼンテーションを学びます。 
・受講料の学生負担は10,000円（教材費込み） 
・1クラス定員20名程度 
 90分 週2回 全15回 
 11/10～1/8（12/25、29、1/1を除く）火金曜日  
 （クラスA）17：00～18：30 、（クラスB）18：45～20：15 
 

④アカデミック科学英語コース（実施機関：オレンジバード） 
・語彙力増強を目指して、毎回新しい単語を習得します。 
・要約文、小論文の構造や作り方を練習します。 
・毎回宿題をご用意します。添削後返却します。 
・受講料の学生負担は22,400円（教科書代金含む）。 
・１クラス定員12名程度。 
 180分 週1回 全10回 
 （クラスA） 11/10～1/19（12/29を除く）火曜日16：45～19：45 
 （クラスB） 11/5～1/21（12/24、31を除く）木曜日 16：45～19：45 

大学院生、 
学部2、3、4年生の皆さんへ 

≪新講座≫ 

≪新講座≫ 



English Composition 
英作文の基本 

小論文の書き方を習ったことはありますか？ルールを覚え、行を重なるごとによ

り深く、発展した内容になるように何度も書き直しましたね。 

英語で小論文を書くのは、難しいですか？ 

ルールがあり、そして、内容をより意味のあるものにしていくという点では同じ

です。洗練された英作文を書いてみましょう！ 

日 時：11月4日～1月20日（12/23、30は除く） 

    水曜日120分×10回 

    16：30～18：30 

講 師：Mr. Stephen Burrow 

受講料：10,000円(教材費込み) 場 所：C-206 

こんな悩みを持っていませんか？ 
・英語をやり直したい 

・英語で長文を書くのが苦手 

・インターンシップや奨学金などの課題英作文、志望動機を書くことがある 

・TOEIC、TOEFL-iBT、IELTS、英検のWriting対策は、どうすればいいの？ 

CEEDが 

受講料補助！ 

新講座 

CEED補助事業 
Brush-Up English                        Second Semester 

 

Center for Engineering Education Development Presents 

2015後期Brush-Up英語講座 

オリエンテーションを開催します 

10月14日（水）16：30～B-11講義室 

60分程予定しています 詳しくは、CEED事務室（L202) 
http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
電話：706-7163 担当：中道 



CEED補助事業 
Brush-Up English                        Second Semester 

 

Center for Engineering Education Development Presents 

2015後期Brush-Up英語講座 

討論入門 
Introduction to 

Critical Thinking and Delivering Speeches 

You often encounter situations where you have to express your opinions in 
academic, business or social situations. This course aims to build knowledge to 
express yourself in English in these situations and improve your debating skills.  

詳しくは、CEED事務室（L202) 
http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
電話：706-7163 担当：中道 

日本語でも難しさを感じる人が多いディベート。 

英語で自分の意見を言えますか？強く主張するあまり、相手
の意見を押しのけていませんか？ 

新講座「討論入門」では、国際人として通用する討論の基礎
を学び、実践に繋がる練習を繰り返します。 

日 時：11月2日(月)～1月25日(月) 16：45～18：15 
   （11/23、12/28、1/11は除く） 90分×10回 
講 師： Mr. Jon Thomas 
受講料：10,000円(教材費込み)  場所：C-206 

オリエンテーションを開催します 

10月14日（水）16：30～B-11講義室 

60分程予定しています 



ビジネス英会話コース 

日 時：11月10日(火)～1月8日(金) 

   （12/25、29、1/1は除く） 

    火・金曜日90分×15回 

    クラスA 17：00～18：30 

    クラスB 18：45～20：15 

受講料：10,000円(教材費込み)  場所：C-207 

英語で話す練習をしましょう！

大学の外や社会に出てから使え

る表現を学びながら、自分の気

持ちや意見を伝えられるように

練習します。 

 

CEEDが受講料補助！ 

教材費込みで10,000円 

英語で 
たくさん 
話す！ 

CEEDが 
受講料補助！ 

CEED補助事業 
Brush-Up English                        Second Semester 

 

Center for Engineering Education Development Presents 

2015後期Brush-Up英語講座 

詳しくは、CEED事務室（L202) 
http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
電話：706-7163 担当：中道 

オリエンテーションを開催します 

10月14日（水）16：30～B-11講義室 

60分程予定しています 



アカデミック科学英語コース 
(実施機関：オレンジバード） 

日 時：クラスA （火曜日）11月10日～1月19日 

    （12/29は除く）180分×8回 

     16：45～19：45 

    クラスB （木曜日）11月5日～1月21日 

    （12/24、31は除く）180分×8回 

     16：45～19：45 

受講料：20,000円(別途テキスト代) 場所：C-206 

・最大10名までの少人数制クラス。 

・週1回×8回 レベル別2クラス開講。16：30～19：30 

・学会での発表や論文執筆に必要な高い理解力、表現力、文章力を身に 

 つける実用的な内容です 

・進学や就職に備えての英語力強化対策にも最適 

・学生の受講料負担は20,000円（別途テキスト代） 

CEEDが 
受講料の半分を補助！ 

CEED補助事業 
Brush-Up English                        Second Semester 

 

Center for Engineering Education Development Presents 

2015後期Brush-Up英語講座 

詳しくは、CEED事務室（L202) 
http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
電話：706-7163 担当：中道 

オリエンテーションを開催します 

10月14日（水）16：30～B-11講義室 

60分程予定しています 



CEED補助事業 

Brush-Up英語講座 

大学院生、 

学部2、3、4年生の皆さんへ 

詳しくは、CEEDホームページもしくはCEED事務室（L202)電話：706-7163 担当：中道 

日時：2月8日（月）～2月17日（水）  
    *2/11（祝）、13（土）、14（日）を除く 

    9：00～13：00（P-354） 240分/クラス×全7回 

学生負担受講料：10,000円（プラス テキスト代6000円程度） 

オリエンテーション 

1月5日（火）17：00～ 

B-11講義室 

申請受付締切 

1月22日（金）正午 
CEED事務室に申請書を提出 

定員になり次第締切 

SpeakingとWritingに 

      強くなる！コース 
春休み短期集中英語プログラム 

 講義の内容 

Speaking 

Writing 

上記の他に、毎回 

 TOEIC Listening & Reading 対策もカバー 

苦手意識の強い『アウトプット（Speaking＆ 

    Writing）』に特化したコースです 

インターンシップ、留学などに備えるように、 

    繰り返し練習します 

大学での教育経験豊富なイギリス人講師による 

    短期集中型対策レッスン 

最大15名の少人数制 

CEEDの受講料補助で、学生負担を軽減！ 

受講前後にレベルチェックテストがあります 



基礎英語コース 
英語をやり直そう！ 
 春休み短期集中英語プログラム 

CEED補助事業 
Brush-Up英語講座 

大学院生、 
学部2、3、4年生の皆さんへ 

・センター試験以来英語を勉強していない 
・英語を使う機会があまりないので、いざ話そうと思っても単語が出てこない 
・自信がない 
・もう一度英語を勉強し直したいが、英語での授業だと難しすぎる 
・就職・進学のためにTOEIC等のスコアを提出したい 
・大学院に進学したい 

日本人講師による日本語で教える 
             英会話、発音、語彙強化 

この機会に 
   英語を基礎から学びませんか？ 

開講日2月8日（月）～2月17日（水） *2/11、13、14を除く 
     17：15～19：15（C-208講義室）120分/クラス×全7回 
学生負担受講料：なし 受講前後にレベルチェックテストがあります 

オリエンテーション 
1月5日（火） 17：00～ 

B-11講義室 

申請受付締切 
1月22日（金）正午 

CEED事務室に申請書を提出 
定員になり次第締切 

詳しくは、CEED事務室（L202) 電話：706-7163 ceed-int@eng.hokudai.ac.jp 担当：中道 



基礎英語コース 
英語をやり直そう！ 
 春休み短期集中英語プログラム 

CEED補助事業 
Brush-Up英語講座 

大学院生、 
学部2、3、4年生の皆さんへ 

・センター試験以来英語を勉強していない 
・英語を使う機会があまりないので、いざ話そうと思っても単語が出てこない 
・自信がない 
・もう一度英語を勉強し直したいが、英語での授業だと難しすぎる 
・就職・進学のためにTOEIC等のスコアを提出したい 
・大学院に進学したい 

詳しくは、CEED事務室（L202) 電話：706-7163 ceed-int@eng.hokudai.ac.jp 担当：中道 

日本人講師による日本語で教える 
             英会話、発音、語彙強化 

この機会に 
   英語を基礎から学びませんか？ 

開講日 
Class A 
2月8日（月）～2月17日（水） *2/11、13、14を除く 
17：15～19：15（P-354講義室） 120分/クラス×全7回 
Class B 
2月18日（木）～2月29日（月） *2/20、21、25を除く 
17：15～19：15（P-354講義室） 120分/クラス×全7回 

学生負担受講料：なし 受講前後にレベルチェックテストがあります 

満員御礼 

追加募集決定 
Class Bのみの募集になります 

申請締切： 
2月5日（金）正午 
CEED事務室に申請書を提出 



CEED補助事業 
Brush-Up英語講座 

春休み英語短期集中プログラム 
受講前後テストのお知らせ 

①SpeakingとWritingに強くなる！コース、②基礎英語コース 
英語をやり直そう！の受講者は、下記の日程で必ずテストを 
受けてください 

受講前 
1/22（金）16：30-18：30（C-214） 
1/25（月）16：30-18：30（C-212) 
2/17（水）14：00-16：00（P-354) 
2/18（木）9：00-11：00（P-354) 
受講後 
2/17（水）14：00-16：00（P-354) 
2/18（木）9：00-11：00（P-354) 
3/1（火）  9：00-11：00（C-214) 
3/1（火） 14：00-16：00（C-214) 
講座日程 
①SpeakingとWritingに強くなる！コース 
  2/8、9、10、12、15、16、17 9：00-13：00（P-354） 
 
②基礎英語コース英語をやり直そう！ 
  Class A 2/8、9、10、12、15、16、17 17：15-19：15（P-354） 
  Class B 2/18、19、22、23、24、26、29 17：15-19：15（P-354） 

詳しくは、CEED事務室（L202)電話：706-7163 担当：中道 





海外で仕事・
研究をしてみ
ませんか？ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日時： 平成 27 年 4 月 3 日（金）15:00～16:15 
場所： オープンホール 
内容： 1. CEED インターンシップとは 
  2. 手続きの仕方 

注：（IAESTE 合格者も含む）CEEDの支援を受けたい学生は本ガイダンス出席は必須 
 
 CEED は海外で働いてみたいという熱意のある学生をサポートし

ます！（国内インターンシップもサポートします） 
 特に海外インターンシップに行った学生の能力が飛躍的に向上

することが分かっています。（野口他、「大学院共通科目としてのインターンシッ

プとその教育効果」工学教育 56-4, p.69 (2008)） 
 
 

主催・連絡先：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907)  t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp 

 

イルメナウ工科大学 AGH 科学技術大学 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

CEED 

詳細は裏面を読んでください。 

主催・連絡先：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907)  t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp 
 



 

 

CEED 支援：往復の交通費 

応募条件： 

（１）院生(工学系)および大学院試験に合格している B4 お

よび B3 の工学部学生。 

（２）院生の場合はインターンシップ第一か第二を、学部生の

場合は専攻のインターンシップ科目を履修すること。 

派遣：選考の上決定。 

期間：受け入れ先との協議により決定。（最低 4 週間) 

例）2016 年 2 月中旬から 3 月末までの 1.5 ヶ月。 

派遣先：ガイダンスのときに説明します。 

日時 2015 年１１月 1０日(火)、

  １２日(木) 12:10～12:40 
   火曜か木曜のどちらかに参加してください。 

場所 教室  

主催・連絡先：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907)  t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp 
 

 



問い合わせ  産学推進本部：onodera@mcip.hokudai.ac.jp 

主催：産学推進本部、 
共催：CEED、北海道大学人材育成本部上級人材育成ステーション（S-cubic・I-HoP） 

日時：5 月 12 日（火）16：30～17：30 

場所：B12 

 

平成 27 年度ＮＴＴ夏期

インターンシップ説明会 

原則、平成 26 年 8 月上旬から 9 月中旬の間の４週間、 また

は 10 月上旬から 12 月下旬の 3 ヵ月 

 

 NTT研究所全体の紹介  ＊簡単なNTT研究所全体紹介  

 

 研究トピックス  ＊専門について簡単にプレゼン 

 

 サマーインターンシップの概要説明  

    ＊インターンシップ実施要領と応募方法 

 

 質疑応答   

 



TOSHIBA
株式会社　東芝株式会社　東芝株式会社　東芝
インターンシップ説明会インターンシップ説明会インターンシップ説明会
日時：平成27年5月28日（木）16：30～19：00　日時：平成27年5月28日（木）16：30～19：00　
場所：工学部B32講義室場所：工学部B32講義室
対象：工学院・情報科学研究科・総合化学院所属のＭＣ/ＤＣ対象：工学院・情報科学研究科・総合化学院所属のＭＣ/ＤＣ

日時：平成27年5月28日（木）16：30～19：00　
場所：工学部B32講義室
対象：工学院・情報科学研究科・総合化学院所属のＭＣ/ＤＣ

◇プログラム◇
　■　挨拶

　■　2014 年度研究インターンシップ成果報告

　■　2015 年度研究インターンシップ説明会

      　◇ 第 1 部　東芝概要説明　

                            受入部門概要　

　      ◇ 第 2 部　個別テーマ説明　

　　　　　　　  　（6 分野分科会に分かれてテーマ個別説明と質疑応答）　≪30 分 ×2 回≫

　　　　　　　

　　　　

　　　　　

①研究開発センター IT 系（RD-1 ～ RD-33）

②ライフスタイルソリューション開発センター（LS-1 ～ LS-2）

③生産技術センター（CM-1 ～ CM-22）

④IoT テクノロジーセンター（SW-1 ～ SW-5）

⑤電力社会システム技術開発センター（PI-1 ～ PI-19）

⑥半導体研究開発センター（CS-1 ～ CS-3）

※各分科会は平行して行い、学生は興味があるテーマの分科会に参加。

※複数テーマに興味がある学生の為に２回行います。

会社概要などの説明がありますので、インターンシップに興味がある方もない方も

ぜひ参加して下さい。

◇申し込み◇
下記連絡先までメールで申込みすること。なお、件名は「東芝インターンシップ説明会・出席希望」

とし、本文に所属・学年・氏名・電話番号を記入すること。

【連絡先】　

山下　徹　特任教授　　北海道大学大学院工学研究院　工学系教育研究センター（ＣＥＥＤ）

Mail：t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp　Tel：011-706-6907

【主催】北海道大学大学院工学院工学系教育研究センター (CEED)【共催】北海道大学人材育成本部上級人材育成ステーション（S-cubic・I-HoP）



  

 

 

 

 

 

 

 

 

海海海外外外イイインンンタタターーーンンンシシシッッップププ      
クククィィィーーーンンンズズズララランンンドドド工工工科科科大大大学学学(((オオオーーーススストトトラララリリリアアア)))   

モモモンンンクククッッットトト王王王工工工科科科大大大学学学(((タタタイイイ)))      

説説説明明明会会会   

22001155 年年度度派派遣遣  

オオーースストトララリリアアののブブリリススベベンンににああるるククィィーーンンズズラランンドド工工科科大大学学

((QQUUTT))ででのの学学生生生生活活ややタタイイののババンンココクク市市ににああるるモモンンククッットト王王

工工科科大大学学ででのの研研究究（（機機械械系系））にに興興味味ののああるる人人ははぜぜひひ出出席席しし

てて下下ささいい。。ままたた今今年年海海外外イインンタターーンンシシッッププへへ行行くく学学生生はは必必

ずず出出席席ししててくくだだささいい。。モモンンククッットト王王工工科科大大学学ののポポーールル・・ブブララ

ンンドド先先生生ははイインンペペリリアアルルカカレレッッジジロロンンドドンン出出身身でですす。。  

日日時時  ７７月月９９日日((木木))  

11６６::００00～～11７７::３３００  

場場所所  CCEEEEDD  LL220000 教室  

主催・連絡(質問)先： 工学系教育研究センター(CEED) 

    山下(内線 6907) t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp 

ソウル大 

クィーンズランド工科大学 

（オーストラリア） 

モンクット王工科大学（タイ） 

http://www.qut.edu.au/international/qut-and-brisbane%23img-59379


 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年度 

海外インターンシップで、充実した就業体験をして異文化を

理解しよう。海外インターンシップ斡旋機関の IAESTE につ

いての説明をします。試験の応募締め切りが 9 月 30 日に

迫っています。 

日時 9 月 1７日(木)、１８日(金) 

17:00～17:3０ 

場所 教室  

主催・連絡先：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907)  t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp 
 

学部 3、４年生 

及び院生が対象！ 

木か金の都合の良い方

に出席してください 

 



Rice University and the TOMODACHI Initiative are proud to announce the 

opening of the application cycle for the TOMODACHI-STEM @ Rice 

University Program.  Online applications from Japanese undergraduate 

students are due by October 16 for the fully-funded program. 

 

The 2016 TOMODACHI-STEM @ Rice University is a five-week research 

internship program for 10 Japanese undergraduate students majoring in 

science & engineering (S&E). Held at Rice University in Houston, TX, 

the program will enable students to gain real world experience with 

S&E research, provide an introduction to U.S. higher education and 

provide opportunities for cultural engagement and collaboration with 

U.S. students. 

 

The program dates are from February 21 – March 27, 2016 and Japanese 

participants will be placed in teams of two into a Rice University 

research lab where they will spend four weeks working on a research 

project under the advisement of the U.S. professor and their assigned 

U.S. graduate student mentor. The capstone experience of the research 

internship will be the development of a research project poster that 

will be presented at a symposium held at Rice University and that can 

be presented to the student’s home university upon their return to 

Japan. 

 

In addition to research, students will also participate in weekly 

English language classes, an Introduction to Science & Engineering 

Research in the U.S. seminar, and cultural activities and excursions. 

Following the completion of the four-week internship, students will 

travel to Washington, DC for a one-week Science & Technology Policy 

Study Tour. 

 

2016 TOMODACHI STEM Program @ Rice Universityは、理工学専攻の日本人学部生１０

名を対象とした５週間の研究インターンシッププログラムです。このプログラムはテキサ

ス州ヒューストンにあるライス大学にて実施され、学生に、最先端理工学研究の実経験、

米国高等教育の概要紹介、また文化交流及び米国学生との研究共同作業の機会を提供しま

す。また、このプログラムは、国際共同研究を通じて、理工学研究に興味を持つ日本人学

生に、アメリカとの連携のきっかけを提供します。 



 

このプログラムは、2016 年 2 月 21 日（日）から 3 月 27日（日）に実施され、若手科学

者及び技術者に、様々な理工学分野の最先端研究に触れる機会を提供します。 

日本人参加学生は、アメリカ側の教授及び大学院生メンターの指導の下で４週間の研究プ

ロジェクトを実施するために、ライス大学の研究室に２名ずつ配属されます。研究インタ

ーンシップの最終課題は、ライス大学で行われるシンポジウムで発表するための、また学

生が帰国後に日本の所属大学で発表することができるような、研究プロジェクトポスター

の作成です。 

 

研究活動に加え、学生は週１度の英語クラス、アメリカにおける理工学研究の概要につい

てのセミナー、及び文化に関するアクティビティやエクスカージョンに参加します。また、

４週間のインターンシップ終了後、学生はワシントン DCで１週間の Science & Technology 

Policy Study Tour（科学技術政策学習ツアー）に参加します。 

 

For more information and to apply online by October 16 see 

http://tomodachistem.blogs.rice.edu/.  For questions, email Sarah 

Phillips at tomodachistem@rice.edu. 

http://tomodachistem.blogs.rice.edu/


その想いを

IAESTE Japan 
一般社団法人日本国障掌生設簡研修協会

1, HP;http:/ /www.ia,este.oLjp/ 

ヲ
で。

（右のORコードからもアクセスできます）
MAIL: tlsc@iaeste.or.jp 

Twitter:@IAESTEJNFORM 

お気軽にお問い合わせください。

回｜イアヱステ \ 0�1



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
Manufacturing Engineering and Automation

ドイツ（シュツットガルト）にある応用研究をする

企業：フラウンホーファー・インスティテュート IPA

（http://www.ipa.fraunhofer.de/en.html）で

の海外インターンシップに興味のある人はぜひ

出席して下さい。英語の勉強にもなります！ 

日時 １月２５日(月) 

1６:３0～1７:１５ 

場所 B11 教室 

主催・連絡(質問)先： 工学系教育研究センター(CEED) 

  山下(内線 6907) t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp 

ソウル大 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

マレーシア・IIUM 

申込・問い合わせ：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907)  t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp 
 

韓国・ソウル大学 

ドイツ・ブレーメン大学 フィンランド・TAMK 

CEED 2016 海外インターンシップ 
「春休み特別プログラム」

経費支援(30or40 万円)あり!! 
マレーシア、韓国 or タイ 

支援額 30 万円…20 名 

フィンランド or ドイツ 

支援額 40 万円…10 名 



 

  応募条件： 

（１）①大学院生(工学、情報、総合化学院（工学系)) 

   ②本学工学系大学院入試に合格している工学部 4 年生 

   ③工学部 3 年生 

（２）大学院生の場合はインターンシップ第一か第二を、学部生の 

場合は学科のインターンシップ科目を履修すること 

派遣：選考の上決定 

締切：2015 年 12 月 7 日 (月)  

期間：2016 年 2 月 22 日(月)～3 月 25 日(金)  

      （札幌発 2 月 20 日、札幌着 3 月 27 日)
                            （期間については相談してください） 

派遣先：IIUM（マレーシア）、ソウル大学（韓国）、日系企業  

    （タイ)、TAMK(フィンランド)、ブレーメン大学(ドイツ) 

申込・問い合わせ：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907)  t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp 
 

注：今年すでにインターンシップへ行った人も上述の応募条件を満たせば応募できます。

ご相談ください。 

くわしくは 
こちら→ 
 
 
 
http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外インターンシップで、充実した就業体験や、異文化を理

解しよう。インターンシップ後も SCII で異文化との交流・企

画・発案のチャンスがあります。 
体験報告 

上蓑  マサチューセッツ大学    (アメリカ) 

鄭  フラウンホーファーインスティテュート (ドイツ) 

長倉  北京科技大学     (中国) 

鈴木  ストラスブール大学    (フランス) 

葛西  ライス大学      (アメリカ)  

藤田  ヘルムホルツセンター   (ドイツ)  

 

日時 ：７月１３日(月) 

16:30～1８:００ 

場所 ：B１１教室（18 時～懇親会 L200） 

主催・連絡先：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907)  t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp 

北京科技大学 

学部生も

ぜひ参加し

て下さい！ 

マサチューセッツ大学 ストラスブール大学 

ライス大学 

Flanders Hydraulics Research 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外インターンシップで、充実した就業体験や、異文化を理解しよう。 

11 月 24 日（火） 10:30～12:００ C209 教室 

 

(株)ニコン・アメリカ（USA） 

ブレーメン大学（ドイツ） 

シルパコーン大学(タイ) 

ハノイ鉱山大学（ベトナム） 

主催・連絡先：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907)  t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp 
 

学部生もぜ

ひ聴講して

下さい！ 

11 月 24 日（火） 14:30～16:００ P354 教室 

 

マレーシア国際イスラーム大学（マレーシア） 

ハノイ鉱山大学（ベトナム） 

(株)Steinmuller Engineering (チェコ) 

ミラノ工科大学（イタリア） 

11 月 27 日（金）10:30～12:００ C207 教室 

 

グリフィス大学（オーストラリア） 

国立中正大学（台湾） 

ハノイ鉱山大学（ベトナム） 

オストラバ工科大学（チェコ） 

11 月 27 日（金） 16:30～18:００ C207 教室 

 

(株)ミサワホーム･フィンランド（フィンランド） 

ハノイ鉱山大学（ベトナム） 

ルーベン・カトリック大学 (ベルギー) 

ミネソタ大学（USA） 

11 月 25 日（水） 13:00～14:3０ I204 教室 

 

ゲオルグアグリコーラ工科大学(ドイツ) 

マレーシア国際イスラーム大学（マレーシア） 

ブレーメン大学（ドイツ） 

ワシントン大学（USA） 

11 月 26 日（木） 13:00～14:3０ P354 教室 

 

ハノイ鉱山大学（ベトナム） 

Flanders Hydraulics Research（ベルギー） 

オハイオ州立大学（USA） 

(株)十條サーマル（フィンランド） 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外インターンシップで、充実した就業体験や、異文化を理解しよう。 

1 月 26 日（火） 8:45～10:００ P354 教室 

マレーシア国際イスラーム大学（マレーシア） 

ペンシルバニア州立大学（USA） 

ニューヨーク州立大学（USA） 

レスター大学(英国) 

ハノイ鉱山大学（ベトナム） 

主催・連絡先：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907) t.yamashita@eng.hokudai.ac.jp 
 

1 月 29 日（金） 10:30～12:００ P354 教室 

ザルツブルグ大学（オーストリア） 

バークレー大学（USA） 

フラウンホーファー・インスティテュート(ドイツ) 

パデュー大学（USA） 

テキサス A&M 大学（USA） 

1 月 28 日（木） 13:00～14:3０ P354 教室 

大日本コンサルタント・JICA（ザンビア） 

ニース大学（フランス） 

カーティン大学（オーストラリア） 

ジョセフ・フーリエ大学（フランス） 

ヘルムホルツセンター（ドイツ） 

学部生もぜ

ひ聴講して

下さい！ 
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